
安全運行のオアシス トラックステーション
全国22か所のトラックステーション（TS）は

トラックドライバーの安全運行を支える、

長距離運行に欠かせない

休憩施設です。

全国22か所のトラックステーション（TS）は

トラックドライバーの安全運行を支える、

長距離運行に欠かせない

休憩施設です。
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名称 所在地 電話番号 駐車
台数

❶ 札　幌 北海道札幌市厚別区厚別東 5 条 1-1-2　 011-897-9101 39

❷ 苫小牧 北海道苫小牧市ウトナイ北 11-11-33 0144-55-7491 63

❸ 仙　台 宮城県仙台市宮城野区苦竹 4-1-15 022-232-9336 39

❹ 白河の関 福島県西白河郡泉崎村大字泉崎字夏針 15-1 0248-21-7167 45

❺ 茨　城 茨城県小美玉市西郷地字新田 1390 0299-48-3455 30

❻ 矢　板 栃木県矢板市乙畑 440-2　 0287-48-1919 46

❼ 大　宮 埼玉県さいたま市西区三橋 6-699-1 048-623-6815 41

❽ 東　神 神奈川県大和市上草柳 588 046-261-1100 97

❾ 新　潟 新潟県新潟市西区山田 196-1　 025-233-6961 52

� 金　沢 石川県金沢市千木町ル 21-1　 076-257-2755 56

� 浜　松 静岡県浜松市中央区流通元町 2-3 053-421-5311 116

名称 所在地 電話番号 駐車
台数

� 名古屋 愛知県名古屋市港区藤前 3-601 052-303-2188 97

� 亀　山 三重県亀山市小野町桜口 586-4 0595-82-3935 82

� 彦　根 滋賀県彦根市鳥居本町字むさ満 2337-1 0749-26-0156 45

� 大　阪 大阪府寝屋川市木屋元町 20-1 072-832-2362 80

� 奈良・針 奈良県奈良市針町 487-1　 0743-82-0622 60

� 岡　山 岡山県岡山市中区倉富 285-19 086-277-4055 37

� 尾　道 広島県尾道市高須町字才ケ久保 21193-3 0848-46-1882 37

� 北九州 福岡県北九州市小倉北区東港 1-3 093-581-5031 70

� 鳥　栖 佐賀県鳥栖市永吉町 617-1 0942-83-7035 48

� 諫　早 長崎県諫早市貝津町 1051-12 0957-26-8228 45

� 大　分 大分県大分市大字上戸次字宇土ノ口 6045-2 097-597-6233 43

※ 駐車台数は大型車とトレーラの台数の合計。なお、諫早TSは5台の中型車を含む。
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全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
は
︑

７
月
９
日
に
衆
議
院
第
一
議

員
会
館
で
開
催
さ
れ
た
自
由

民
主
党
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
振
興

議
員
連
盟（
加
藤
勝
信
会
長
）

の
総
会
に
出
席
し
︑
ト
ラ
ッ

ク
運
送
業
界
か
ら
の
最
重
点

要
望
事
項
に
つ
い
て
説
明
し

た
︒

　

全
ト
協
か
ら
は
︑
坂
本
克

己
最
高
顧
問
︑
寺
岡
洋
一
会

長
を
は
じ
め
︑
多
く
の
副
会

長
が
出
席
し
た
︒

　

会
で
は
冒
頭
︑
加
藤
勝
信

自
民
党
ト
ラ
ッ
ク
議
連
会
長

が
︑﹁
中
東
情
勢
は
︑
未
だ

課
題
は
あ
る
も
の
の
現
状
で

は
落
ち
着
い
て
い
る
状
態
︒

今
後
も
状
況
を
注
視
し
︑
皆

様
が
事
業
を
安
定
的
に
続
け

重
点
要
望
事
項
に
つ
い
て
説

明
︒
ま
た
︑
国
土
交
通
省
の

岡
野
ま
さ
子
大
臣
官
房
総
括

審
議
官
と
石
和
田
二
郎
道
路

局
次
長
が
行
政
の
対
応
に
つ

い
て
説
明
し
た
︒

　

総
会
に
は
︑
国
会
会
期
中

に
も
か
か
わ
ら
ず
︑
片
山
さ

つ
き
財
務
大
臣
や
赤
澤
亮
正

経
済
産
業
大
臣
︑
上
野
賢
一

郎
厚
生
労
働
大
臣
を
は
じ
め

多
く
の
自
民
党
国
会
議
員
が

駆
け
付
け
︑
ト
ラ
ッ
ク
運
送

業
界
か
ら
の
要
望
に
熱
心
に

耳
を
傾
け
た
（
片
山
財
務
大

臣
、
赤
澤
経
産
大
臣
、
上
野

厚
労
大
臣
の
あ
い
さ
つ
と
出

席
国
会
議
員
一
覧
を
２
面
に

掲
載
）︒

ら
れ
る
よ
う
に

し
た
い
︒
今
後

も
改
正
法
の
施

行
に
向
け
︑
ト

ラ
ッ
ク
運
送
業

界
発
展
の
た
め

に
一
つ
ひ
と
つ

前
に
進
め
て
い

き
た
い
﹂
と
あ

い
さ
つ
（
詳
細

を
２
面
に
掲

載
）︒そ
の
後
︑

自
民
党
ト
ラ
ッ

ク
議
連
役
員
人

事
が
審
議
さ

れ
︑
原
案
通
り

承
認
さ
れ
た

（
役
員
一
覧
を

２
面
に
掲
載
）︒

　

そ
の
後
︑
寺

岡
洋
一
全
ト
協

会
長
が
︑﹁
今

年
３
月
を
も
っ

て
︑
軽
油
引
取

税
の
暫
定
税
率

が
廃
止
さ
れ

た
︒
ま
た
︑
議

員
立
法
に
よ
り

改
正
運
輸
事
業

振
興
助
成
法
が

成
立
し
︑
運
輸

事
業
振
興
助
成

交
付
金
が
５
年

間
現
行
制
度
で

維
持
さ
れ
た
︒

こ
れ
ら
は
ま
さ

に
歴
史
的
な
こ

と
で
あ
り
︑
自

民
党
ト
ラ
ッ
ク

議
連
の
先
生
方

の
ご
尽
力
の
賜

物
で
あ
る
﹂
と

謝
意
を
示
し

た
︒引
き
続
き
︑

水
野
功
全
ト
協

副
会
長
（
税
制

委
員
長
）
が
︑

ト
ラ
ッ
ク
運
送

業
界
か
ら
の
最

　

会
議
で
は
冒
頭
︑
寺
岡

洋
一
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協

会
会
長
が
あ
い
さ
つ
︒
近

年
頻
発
し
て
い
る
台
風
や

地
震
な
ど
の
自
然
災
害
に
つ

い
て
述
べ
た
上
で
︑﹁
い
ざ

大
規
模
災
害
が
発
生
し
た

場
合
︑
全
ト
協
と
し
て
災

害
へ
の
備
え
は
十
分
で
あ
ろ

う
か
︒
自
然
災
害
か
ら
生

活
者
の
命
を
守
る
エ
ッ
セ
ン

シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
と
し
て
︑
も

う
一
度
自
然
災
害
へ
の
対
応

を
見
直
さ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
の
で
は
な
い
か
﹂
と
述

べ
た
︒

　

続
い
て
︑
来
賓
と
し
て

出
席
し
た
国
土
交
通
省
の

岡
野
ま
さ
子
大
臣
官
房
総

括
審
議
官
と
渡
邊
良
一
道

路
局
高
速
道
路
課
長
が
あ

い
さ
つ
し
た（
詳
細
２
面
）︒

　

議
事
で
は
︑
会
員
の
入

退
会
お
よ
び
代
表
者
の
変
更

（
案
）
に
つ
い
て
審
議
し
︑

原
案
通
り
承
認
し
た
︒

　

常
任
理
事
会
・
理
事
会

合
同
会
議
に
引
き
続
き
︑

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
事
業
政

治
連
盟
（
全
ト
政
連
）
の

政
策
懇
談
会
を
開
催
︒
冒

頭
︑
浅
井
隆
全
ト
政
連
会

長
の
あ
い
さ
つ
に
続
き
︑
加

藤
勝
信
自
由
民
主
党
ト
ラ

ッ
ク
輸
送
振
興
議
員
連
盟

会
長
︑
赤
羽
一
嘉
国
民
生

活
を
守
る
ト
ラ
ッ
ク
事
業

を
推
進
す
る
議
員
連
盟
会

長
︑
片
山
さ
つ
き
財
務
大

臣
︑
赤
澤
亮
正
経
済
産
業

大
臣
︑
上
野
賢
一
郎
厚
生

労
働
大
臣
が
あ
い
さ
つ
（
加

藤
自
民
党
ト
ラ
ッ
ク
議
連
会

長
と
赤
羽
国
民
生
活
を
守

る
ト
ラ
ッ
ク
事
業
を
推
進
す

る
議
員
連
盟
会
長
の
あ
い
さ

つ
を
２
面
に
掲
載
）︒
そ
の

後
︑
坂
本
克
己
全
ト
協
最

高
顧
問
と
寺
岡
洋
一
全
ト

協
会
長
に
よ
る
乾
杯
が
行

わ
れ
︑
会
場
は
活
気
に
あ

ふ
れ
た
︒

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
は
７
月
９
日
︑

東
京
都
港
区
の
第
一
ホ
テ
ル
東
京
で
第
２

２
７
回
常
任
理
事
会
・
第
２
１
７
回
理
事

会
合
同
会
議
を
開
催
し
た
︒

　

会
議
に
は
︑
国
土
交
通
省
の
岡
野
ま

さ
子
大
臣
官
房
総
括
審
議
官
と
指
田
徹

物
流
・
自
動
車
局
貨
物
流
通
事
業
課
長
︑

渡
邊
良
一
道
路
局
高
速
道
路
課
長
が
来
賓

と
し
て
出
席
︒
ま
た
︑
会
議
に
引
き
続

き
開
催
さ
れ
た
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
事
業
政

治
連
盟
（
全
ト
政
連
︑
浅
井
隆
会
長
）

の
政
策
懇
談
会
に
は
片
山
さ
つ
き
財
務

大
臣
︑
赤
澤
亮
正
経
済
産
業
大
臣
︑
上

野
賢
一
郎
厚
生
労
働
大
臣
の
ほ
か
︑
多
く

の
国
会
議
員
が
参
集
︒
全
国
か
ら
集
ま
っ

た
会
員
事
業
者
が
強
い
絆
を
深
め
た
︒

寺岡　洋一
全ト協会長

加藤　勝信
自民党トラック議連会長

赤羽　一嘉
国民生活を守るトラック事業を
推進する議員連盟会長

岡野　まさ子
国交省大臣官房総括審議官

渡邊　良一
国交省道路局高速道路課長

橘　慶一郎
自民党トラック議連幹事長

浅井　隆
全ト政連会長

坂本　克己
全ト協最高顧問

片山　さつき
財務大臣

赤澤　亮正
経済産業大臣

上野　賢一郎
厚生労働大臣

トラック適正化二法の完全施行に向け
本格始動！　政・官・業が一致結束 !!

全
ト
協　

第
２
２
７
回
常
任
理
事
会
・
第
２
１
７
回
理
事
会
合
同
会
議

「燃料等の安定供給および価格高騰への対応」などを力強く要望「燃料等の安定供給および価格高騰への対応」などを力強く要望
坂本最高顧問・寺岡会長らが自民党トラック議連総会に出席

発行所公益社団法人

〒160-0004 東京都新宿区四谷三丁目2番地5
全日本トラック総合会館

☎（03）3354-1029（広報部）
https://jta.or.jp

7月15日号
（定価・税込348円／会員の購読料は会費に含みます）

※紙面に関する問い合わせは広報部まで

毎月1日・15日発行
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渡
邊　

良
一

国
土
交
通
省

道
路
局�

高
速
道
路
課
長

　

本
日
は
︑
道
路
局
長
の
沓

掛
よ
り
︑
国
会
対
応
の
た
め

欠
席
せ
ざ
る
を
得
な
く
な

り
︑
日
頃
の
ご
支
援
へ
の
御

礼
を
申
し
上
げ
る
よ
う
伝
達

を
預
か
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
︑︒

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
の

皆
様
に
は
︑
坂
本
克
己
最
高

顧
問
︑
寺
岡
洋
一
会
長
の
力

強
い
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
下
︑

日
々
の
輸
送
を
通
じ
て
我
が

国
の
経
済
と
国
民
生
活
を
支

え
て
い
た
だ
い
て
お
り
︑
深

く
敬
意
を
表
し
ま
す
︒
本
日

昼
に
は
﹁
自
由
民
主
党
ト
ラ

ッ
ク
輸
送
振
興
議
員
連
盟
総

会
﹂
が
開
催
さ
れ
︑
貴
協
会

よ
り
最
重
点
要
望
事
項
の
説

明
が
あ
り
ま
し
た
︒
道
路
関

係
の
要
望
は
私
の
担
当
で
も

あ
り
︑
責
任
を
持
っ
て
検
討

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
︒

　

要
望
の
一
つ
で
あ
る
﹁
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
整
備
・
充
実
﹂

に
つ
い
て
︑
首
都
圏
で
は
圏

央
道
の
千
葉
県
の
ミ
ッ
シ
ン

グ
リ
ン
ク
が
令
和
８
年
度
中

に
開
通
予
定
で
す
︒
ま
た
︑

茨
城
県
区
間
の
暫
定
２
車
線

区
間
に
つ
い
て
は
︑
順
次
４

車
線
化
を
進
め
て
い
ま
す
︒

寺
岡
会
長
か
ら
お
話
の
あ
っ

た
自
然
災
害
へ
の
対
応
に
つ

い
て
︑﹁
災
害
に
強
い
道
路
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
﹂
の
観
点
は
極

め
て
重
要
で
あ
り
︑
全
国
で

展
開
し
て
い
る
事
業
を
着
実

に
進
め
︑
使
い
や
す
い
高
速

道
路
の
実
現
を
目
指
し
ま
す
︒

　

次
に﹁
休
憩
施
設
の
整
備
﹂

に
つ
い
て
で
す
︒
今
年
５
月
︑

Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
が
８
年
度
の
取

り
組
み
を
公
表
し
︑
５
０
０

台
以
上
の
大
型
車
駐
車
マ
ス

増
設
を
進
め
る
方
針
を
示
し

ま
し
た
︒
さ
ら
に
本
線
未
利

用
地
や
管
理
用
地
を
活
用
し

た
駐
車
場
整
備
な
ど
︑
様
々

な
工
夫
に
よ
る
拡
充
策
も
進

め
ら
れ
て
い
ま
す
︒
こ
れ
ら

の
新
た
な
駐
車
マ
ス
を
一
日

も
早
く
供
用
で
き
る
よ
う
︑

整
備
と
広
報
を
進
め
て
ま
い

り
ま
す
︒

　

ま
た
︑
今
年
９
月
に
は
全

ト
協
正
副
会
長
に
よ
る
東
名

高
速
道
路
と
東
京
料
金
所
の

深
夜
視
察
が
予
定
さ
れ
て
お

り
︑
私
も
参
加
し
て
ト
ラ
ッ

ク
ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
様
の
生

の
声
を
伺
い
︑
今
後
の
取
り

組
み
に
反
映
さ
せ
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
︒
道
路
行
政
は
︑

現
場
の
皆
様
と
の
意
見
交
換

と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
不

可
欠
で
す
︒
皆
様
の
声
を
聞

き
な
が
ら
国
交
省
と
Ｎ
Ｅ
Ｘ

Ｃ
Ｏ
が
連
携
し
︑
課
題
解
決

に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
︒

岡
野　

ま
さ
子

国
土
交
通
省

大
臣
官
房�

総
括
審
議
官

　

平
素
よ
り
国
土
交
通
行
政

の
推
進
に
多
大
な
る
ご
理
解

と
ご
協
力
を
賜
り
︑
改
め
て

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
︒
本
日

は
︑
私
か
ら
は
３
点
に
つ
い

て
ご
報
告
い
た
し
ま
す
︒

　

第
１
に
︑
昨
年
４
月
に
施

行
さ
れ
た
﹁
改
正
物
流
効
率

化
法
﹂
で
す
︒
荷
主
・
物
流

事
業
者
を
は
じ
め
関
係
者
の

皆
様
の
ご
尽
力
に
よ
り
︑
物

流
現
場
の
改
善
が
着
実
に
進

ん
で
い
ま
す
︒
国
土
交
通
省

が
毎
年
実
施
し
て
い
る
物
流

効
率
化
に
関
す
る
調
査
結
果

を
近
く
公
表
し
ま
す
が
︑
ト

ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
の
１
運

行
当
た
り
の
荷
待
ち
・
荷
役

時
間
が
前
回
調
査
か
ら
大
幅

に
減
少
す
る
見
込
み
で
す
︒

ま
た
︑
宅
配
便
の
再
配
達
率

も
改
善
が
見
込
ま
れ
ま
す
︒

こ
れ
ら
は
現
場
の
皆
様
の
ご

尽
力
の
成
果
で
あ
り
︑
改
め

て
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
︒
引
き
続
き
︑
行
政
と
し

て
も
手
綱
を
緩
め
る
こ
と
な

く
︑
効
率
化
の
定
着
に
向
け

て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
︒

　

第
２
に
︑
昨
年
６
月
に
成

立
し
た
﹁
ト
ラ
ッ
ク
適
正
化

二
法
﹂
に
基
づ
く
適
正
原
価

制
度
で
す
︒
同
制
度
は
令
和

10
年
６
月
ま
で
の
導
入
が
予

定
さ
れ
て
お
り
︑
国
交
省
で

は
近
く
検
討
会
を
立
ち
上

げ
︑
制
度
設
計
の
議
論
を
開

始
い
た
し
ま
す
︒
検
討
会
に

は
学
識
経
験
者
や
関
係
省
庁

に
加
え
︑
寺
岡
洋
一
会
長
を

は
じ
め
︑
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク

協
会
の
皆
様
に
も
ご
参
画
い

た
だ
き
ま
す
︒
制
度
が
事
業

の
持
続
的
発
展
と
ド
ラ
イ
バ

ー
処
遇
改
善
に
確
実
に
繋
が

る
よ
う
︑
丁
寧
に
議
論
を
進

め
て
ま
い
り
ま
す
︒

　

第
３
に
︑
同
法
に
基
づ
く

﹁
物
流
政
策
推
進
関
係
者
会

議
﹂
の
設
置
で
す
︒
今
年
３

月
に
は
︑
関
係
閣
僚
等
に
よ

る
﹁
物
流
政
策
推
進
会
議
﹂

を
開
催
し
ま
し
た
が
︑
そ
の

下
部
組
織
と
し
て
︑
実
務
の

知
見
を
有
す
る
関
係
者
に
よ

る
会
議
を
早
急
に
立
ち
上
げ

ま
す
︒
坂
本
克
己
最
高
顧
問

を
は
じ
め
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業

界
の
皆
様
に
は
中
心
的
な
役

割
を
担
っ
て
い
た
だ
き
︑
現

場
の
実
情
や
課
題
に
つ
い
て

ご
意
見
を
い
た
だ
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
︒

全
ト
協　

第
２
２
７
回
常
任
理
事
会
・
第
２
１
７
回
理
事
会
合
同
会
議�

（
１
面
に
関
連
）

来
賓
あ
い
さ
つ
（
要
旨
）

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
は

７
月
９
日
︑
国
土
交
通
省
の

岡
野
ま
さ
子
大
臣
官
房
総
括

審
議
官
に
対
し
︑
令
和
９
年

度
﹁
ト
ラ
ッ
ク
関
係
施
策
に

関
す
る
要
望
書
﹂を
手
交
し
︑

要
望
内
容
に
つ
い
て
説
明
を

行
っ
た
（
写
真
）︒

　

当
日
は
全
ト
協
か
ら
︑
寺

岡
洋
一
会
長
︑
水
野
功
副
会

長
（
税
制
委
員
長
）︑
重
田

雅
史
理
事
長
︑
松
崎
宏
則
専

務
理
事
が
参
席
︒﹁
運
輸

事
業
振
興
助
成
交
付
金
に

係
る
財
源
の
確
保
﹂や﹁
燃

料
等
の
供
給
制
限
お
よ
び

価
格
高
騰
へ
の
支
援
﹂︑
ま

た
ト
ラ
ッ
ク
適
正
化
二
法

へ
の
対
応
な
ど
商
慣
行
の

見
直
し
に
向
け
た
支
援
を

は
じ
め
と
し
た
﹁﹃
総
合

物
流
施
策
大
綱
（
２
０
２

６
年
度
~
２
０
３
０
年

度
）﹄
に
基
づ
く
対
応
へ
の

支
援
﹂
な
ど
︑
ト
ラ
ッ
ク

運
送
業
界
か
ら
の
要
望
事

項
に
つ
い
て
協
力
を
求
め

た
︒

　

な
お
︑
同
手
交
に
は
︑

国
交
省
物
流
・
自
動
車
局

の
木
村
大
官
房
審
議
官

（
物
流
・
自
動
車
）
と
指

田
徹
貨
物
流
通
事
業
課
長

も
同
席
し
た
︒

岡
野
国
交
省
総
括
審
議
官
に
対
し
「
交
付
金
財
源
確
保
」
な
ど
求
め
る

ト
ラ
ッ
ク
関
係
施
策
要
望
書
を
手
交

の
で
す
︒
浅
井
隆
全
日
本
ト

ラ
ッ
ク
事
業
政
治
連
盟
会
長

か
ら
も
お
話
が
あ
っ
た
よ
う

に
︑
２
０
２
４
年
の
﹁
働
き

方
改
革
﹂
を
契
機
と
し
て
︑

物
流
二
法
の
改
正
︑
軽
油
引

取
税
の
暫
定
税
率
撤
廃
︑
運

輸
事
業
振
興
助
成
交
付
金
の

維
持
な
ど
︑
大
き
な
政
策
の

流
れ
が
形
に
な
っ
て
き
ま
し

た
︒
坂
本
全
ト
協
最
高
顧
問

の
的
確
な
助
言
の
下
︑
議
員

立
法
と
し
て
進
め
て
き
た
取

り
組
み
で
も
あ
り
︑
私
自
身

も
深
く
関
わ
っ
て
ま
い
り
ま

し
た
︒

　

今
後
は
制
度
の
施
行
ま
で

の
数
年
間
が
極
め
て
重
要
で

す
︒
適
正
な
運
賃
の
確
保
︑

ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
の
賃

上
げ
︑
需
給
環
境
の
回
復
と

経
済
の
活
性
化
に
向
け
︑
微

力
な
が
ら
全
力
で
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
︒

国
民
生
活
を
守
る
ト
ラ
ッ
ク

事
業
を
推
進
す
る
議
員
連
盟

赤
羽
一
嘉�

会
長

　

長
年
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協

会
の
皆
様
に
お
世
話
に
な
っ

て
き
た
公
明
党
ト
ラ
ッ
ク
議

員
懇
話
会
は
︑
新
し
い
党
を

立
ち
上
げ
た
こ
と
も
あ
り
︑

坂
本
克
己
最
高
顧
問
を
は
じ

め
と
し
た
全
ト
協
幹
部
の
皆

様
と
相
談
の
上
︑
発
展
的
に

解
消
し
︑
新
た
に
﹁
国
民
生

活
を
守
る
ト
ラ
ッ
ク
事
業
を

推
進
す
る
議
員
連
盟
﹂
と
し

て
再
編
い
た
し
ま
し
た
︒
本

日
は
新
体
制
と
し
て
お
招
き

い
た
だ
き
︑
心
よ
り
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
︒

　

私
は
現
在
︑
野
党
の
立
場

で
は
あ
り
ま
す
が
︑﹁
ト
ラ
ッ

ク
物
流
の
安
全
・
安
心
を
守

る
﹂
と
い
う
使
命
は
︑
与
野

党
を
問
わ
ず
共
有
す
べ
き
も

自
由
民
主
党
ト
ラ
ッ
ク
輸
送

振
興
議
員
連
盟

加
藤
勝
信�

会
長

　

本
日
は
︑
全
国
か
ら
多
く

の
皆
様
に
お
集
ま
り
い
た
だ

き
︑
こ
の
懇
談
の
場
が
盛
大

に
開
催
さ
れ
る
こ
と
を
心
よ

り
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
︒

昼
に
は
自
由
民
主
党
ト
ラ
ッ

ク
輸
送
振
興
議
員
連
盟
の
総

施
策
が
着
実
に
前
進
し
て
い

る
こ
と
を
確
認
い
た
し
ま
し

た
︒
適
正
原
価
制
度
の
具
体

化
な
ど
︑
な
お
検
討
す
べ
き

課
題
は
あ
り
ま
す
が
︑
皆
様

と
力
を
合
わ
せ
て
確
実
に
進

め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
︒

　

今
日
は
大
変
暑
い
日
で
す
︒

こ
う
し
た
厳
し
い
環
境
の
中

で
も
︑
現
場
で
汗
を
流
し
︑

我
が
国
の
物
流
を
支
え
て
く

だ
さ
っ
て
い
る
ト
ラ
ッ
ク
運

送
事
業
者
の
社
員
の
皆
様

に
︑
心
よ
り
敬
意
と
感
謝
を

申
し
上
げ
ま
す
︒
安
心
し
て

働
け
る
環
境
を
整
え
︑
事
業

者
の
経
営
が
安
定
す
る
よ

う
︑
軽
油
価
格
の
高
騰
な
ど

中
東
情
勢
に
伴
う
課
題
に

も
︑
一
つ
ひ
と
つ
国
会
議
員

で
力
を
合
わ
せ
て
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
︒

会
を
開
催
し
︑
議
員
に
加
え

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
の
皆

様
に
も
ご
参
加
い
た
だ
き
ま

し
た
こ
と
︑
改
め
て
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
︒
そ
の
折
︑
坂

本
克
己
最
高
顧
問
と
も
意
見

交
換
を
い
た
し
ま
し
た
が
︑

物
流
効
率
化
法
︑
ト
ラ
ッ
ク

適
正
化
二
法
︑
暫
定
税
率
の

廃
止
︑交
付
金
の
維
持
な
ど
︑

こ
れ
ま
で
積
み
重
ね
て
き
た

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
事
業
政
治
連
盟
政
策
懇
談
会�

（
１
面
に
関
連
）

来
賓
あ
い
さ
つ
（
要
旨
）

自
由
民
主
党
ト
ラ
ッ
ク
輸
送

振
興
議
員
連
盟

加
藤
勝
信�

会
長

　

物
流
の
現
場
で
︑
ト
ラ
ッ

ク
ド
ラ
イ
バ
ー
が
日
本
の
国

民
の
暮
ら
し
や
経
済
を
支
え

て
い
る
こ
と
に
感
謝
す
る
︒

　

ま
た
︑
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業

界
の
皆
様
方
の
お
力
で
成
立

に
至
っ
た﹁
物
流
効
率
化
法
﹂

に
つ
い
て
は
︑
着
実
に
成
果

が
現
れ
て
い
る
と
伺
っ
て
い
る
︒ 　

さ
ら
に
︑﹁
ト
ラ
ッ
ク
適
正

化
二
法
﹂︑別
名﹁
坂
本
二
法
﹂

と
呼
ば
れ
て
い
る
が
︑
こ
れ

に
つ
い
て
も
適
正
原
価
を
ど

の
よ
う
に
算
出
す
る
か
と
い

う
議
論
が
進
ん
で
お
り
︑
令

和
10
年
の
施
行
に
向
け
て
準

備
が
進
ん
で
い
る
︒

　

こ
う
し
た
こ
と
を
着
実
に

進
め
て
い
く
中
で
︑
新
た
な

展
開
を
図
っ
て
い
く
必
要
が

あ
り
︑
一
つ
ひ
と
つ
前
に
進
め

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
︒

自
由
民
主
党
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
振
興
議
員
連
盟
総
会�

（
１
面
に
関
連
）

赤
澤
亮
正�

経
済
産
業
大
臣

　

昨
年
は
経
済
再
生
大
臣
と

し
て
ト
ラ
ン
プ
関
税
へ
の
対

応
に
追
わ
れ
た
が
︑
今
年
は

経
済
産
業
大
臣
と
し
て
︑
中

東
情
勢
へ
の
対
応
に
取
り
組

ん
で
い
る
︒
中
東
情
勢
は
い

ま
だ
不
透
明
な
状
況
で
あ
り
︑

﹁
ア
ド
ブ
ル
ー
が
足
り
な
い
﹂

と
の
声
も
頂
戴
し
て
い
る
︒

今
後
も
︑
加
藤
勝
信
自
由
民

主
党
ト
ラ
ッ
ク
議
連
会
長
や

坂
本
克
己
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク

協
会
最
高
顧
問
か
ら
の
ご
指

導
を
い
た
だ
き
な
が
ら
︑
石

油
関
連
製
品
の
安
定
確
保
に

努
め
て
い
き
た
い
︒

　

軽
油
や
石
油
関
連
製
品
に

つ
い
て
は
︑
日
本
全
体
と
し

て
必
要
な
量
は
確
保
さ
れ
て

い
る
も
の
の
︑
一
部
に
﹁
供

給
の
偏
り
﹂
や
﹁
流
通
の
目

詰
ま
り
﹂が
み
ら
れ
て
い
る
︒

今
後
も
︑
目
詰
ま
り
や
偏
り

の
解
消
に
向
け
て
一
つ
ひ
と

つ
丁
寧
に
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
︒

　

日
本
の
経
済
を
支
え
て
い

る
大
黒
柱
は
皆
様
︑
ト
ラ
ッ

ク
運
送
業
界
で
あ
る
こ
と
を

常
に
念
頭
に
置
き
な
が
ら
︑

今
後
も
業
界
の
発
展
に
向
け

て
取
り
組
ん
で
い
く
︒

上
野
賢
一
郎�

厚
生
労
働
大
臣

　

昨
年
成
立
し
た
﹁
改
正
貨

物
自
動
車
運
送
事
業
法
﹂や
︑

今
年
３
月
に
成
立
し
た
﹁
改

正
運
輸
事
業
振
興
助
成
法
﹂

な
ど
︑
自
由
民
主
党
ト
ラ
ッ

ク
議
連
と
し
て
も
ト
ラ
ッ
ク

運
送
業
界
の
皆
様
か
ら
の
ご

要
望
に
お
応
え
す
べ
く
︑
早

期
成
立
に
向
け
て
主
体
的
に

取
り
組
ん
で
き
た
︒
２
年
続

け
て
大
き
な
法
改
正
を
成
し

遂
げ
る
こ
と
が
で
き
た
の
も
︑

ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
の
皆
様

が
持
て
る
力
を
発
揮
さ
れ
た

か
ら
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
︒

　

厚
生
労
働
省
と
し
て
は
︑

日
々
輸
送
の
現
場
で
働
い
て

い
る
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
の

皆
様
の
処
遇
改
善
や
賃
上
げ

に
向
け
て
︑
引
き
続
き
取
り

組
み
た
い
と
考
え
て
い
る
︒

ま
た
︑
ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
様

の
働
き
方
に
つ
い
て
も
︑
改

善
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
︒

会
長
あ
い
さ
つ
（
要
旨
）

出
席
閣
僚
あ
い
さ
つ
（
要
旨
）

片
山
さ
つ
き�

財
務
大
臣

　

皆
様
が
心
配
し
て
い
る
走

行
距
離
課
税
の
導
入
な
ど
営

業
用
ト
ラ
ッ
ク
に
お
け
る
新

た
な
税
負
担
に
つ
い
て
は
︑

こ
れ
ま
で
﹁
導
入
を
検
討
し

て
い
な
い
﹂
と
明
言
を
続
け

て
き
た
︒
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事

業
者
の
皆
様
が
お
困
り
に
な

る
よ
う
な
こ
と
の
な
い
よ
う

に
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
︒

　

軽
油
に
関
し
て
は
︑
中
東

情
勢
が
悪
化
し
た
今
年
３
月

は
じ
め
に
は
品
不
足
の
話
が

聞
か
れ
た
が
︑
安
定
供
給
に

向
け
て
様
々
な
対
策
を
講
じ

て
き
た
こ
と
で
︑
足
下
で
は

供
給
の
不
安
定
さ
は
み
ら
れ

な
く
な
っ
て
い
る
と
捉
え
て
い

る
︒
引
き
続
き
︑
軽
油
を
は

じ
め
︑
ア
ド
ブ
ル
ー
や
尿
素

水
な
ど
石
油
関
連
製
品
を
安

定
的
に
確
保
で
き
る
環
境
整

備
を
進
め
て
い
く
︒

　

今
後
も
︑
自
民
党
ト
ラ
ッ

ク
議
連
の
先
生
方
と
一
緒
に
︑

皆
様
か
ら
の
ご
要
望
に
対
応

し
て
い
き
た
い
︒

自
由
民
主
党
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
振
興
議
員
連
盟 

役
員

（
衆
参
50
音
順
、
令
和
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岸
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憲
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澤
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茂
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岡
田
直
樹　

片
山
さ
つ
き　

山
本
順
三

幹
事
長　

橘
慶
一
郎

幹
事
長
代
理　

細
野
豪
志

副
幹
事
長　

�

井
林
辰
憲　

城
内
実　

平
将
明　

阿
達
雅
志　

滝
波
宏
文　

松
下
新
平　

三
原
じ
ゅ
ん
子

幹　
　

事　

�

井
野
俊
郎　

大
岡
敏
孝　

川
崎
ひ
で
と　

小
森
卓
郎　

斎
藤
洋
明　
　
　

坂
井
学　

佐
々
木
紀　

塩
崎
彰
久　

鈴
木
英
敬　

田
所
嘉
德　

津
島
淳　

古
川
康　

 

青
木
一
彦　

上
月
良
祐

事
務
局
長　

宮
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﨑
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1面に関連

岡野国交省総括審議官（中央）に対し、要望書を手渡す寺岡全ト協会長（左）と水野全ト協副
会長（右）（7月9日、国土交通省）
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第2282号（第3種郵便物認可）（3） 令和8年（2026年）7月15日

～歩行者保護編～

法令　　  クイズ
マル　 バツ

❶	�道路外の施設に入るため、やむを得ず歩道や路側帯を横断すると
きは、歩道や路側帯に入る直前で一時停止しなければならない。
（ ○・× ）

❷	�横断歩道に近づいたとき、横断する人がいるかいないか明らかで
ないときは、そのまま進行することができる。（ ○・× ）

❸	�安全地帯の側方を通過する場合は、歩行者の有無にかかわらず徐
行しなければならない。（ ○・× ）

❹	�踏切内では、歩行者や対向車に注意しながら、落輪に気をつけや
や中央寄りを通行する。（ ○・× ）

❺	�雨の日、歩行者のそばなどを通るときは、速度を落として、泥や
水をはねないようにする。（ ○・× ）

（解答は4面）

危険運転致死傷罪適用に数値基準導入！ 〔第147回〕

　自動車運転死傷行為処罰法が改正され、７月21日から施
行されます。今回の改正では、これまで「基準があいまい」
と批判されてきた危険運転致死傷罪の適用に、アルコール
量や走行速度といった「数値基準」が初めて導入されまし
た。改正の主なポイントを理解して、安全運転に努めてくだ
さい。

●危険運転致死傷罪の適用要件が明確化

Ａさん「間もなく成立といわれていた自動車運転死傷行為
処罰法の改正案がとうとう成立したね。実際に公布
されたのが７月１日。施行は公布の20日後だから、
７月21日となる。危険運転致死傷罪の適用には、ア
ルコールまたは薬物の影響により正常な運転が困
難な状態で自動車を走行させる行為（飲酒運転
等）、その進行を制御することが困難な高速度で自
動車を走行させる行為といったことが挙げられてい
たんだけれど、適用をめぐって『基準があいまい』
という批判が出ていたんだ」

Ｂさん「そうだね。僕からみても、なんでその事故で過失運
転致死傷罪なの、というものが少なくなかったから
ね」

Ａさん「そうなんだ。危険運転致死傷罪の適用のハードルが
高いと言われるなか、今回の改正で危険運転致死
傷罪の要件に具体的な『数値基準』が導入されるこ
とになったんだ」

Ｂさん「基準はどんなものなの」
Ａさん「一つは飲酒運転。もう一つは高速度での運転だ

よ。飲酒運転については、血液１㎖中1.0㎎以上、ま
たは呼気１ℓ中0.5㎎以上のアルコールを保有する
状態で運転して人を死傷させた場合、また高速度の
運転については、最高速度が時速60㎞以下の道路
で、制限速度を時速50㎞超過で自動車を運転して
人を死傷させた場合、さらに最高速度が時速60㎞
を超える道路で、制限速度を時速60㎞超過で運転
して人を死傷させた場合となっている。それと、い
わゆるドリフト走行やウィリー走行で人を死傷させ
た場合でも危険運転致死傷罪が適用されることに
なった」

Ｂさん「なるほどね。基準が設けられたのは分かったけれ
ど、飲酒の基準に満たない場合はどうなるのかな」

Ａさん「それについては、現行の『アルコールの影響により
正常な運転が困難な状態で自動車を走行させる行
為』がこれまでと変わらず危険運転致死傷罪の適用
要件となっているから、仮にアルコール濃度の数値
基準を満たさなかったとしても、危険運転致死傷罪
が適用されることがあるかもしれないね」

Ｂさん「危険運転致死傷罪の罰則は、死亡事故の場合は１
年以上の有期拘禁刑、最長で20年だね。負傷させ
た場合でも15年以下となる。僕らの仲間で危険運
転致死傷罪が適用されるような悪質なドライバーは
いないと信じたいけれど、交通事故で悲しむ人を一
人でも減らせるよう、安全運転についてしっかり考
える機会にしたいね」

●酒酔い運転にも適用要件が明確化

Ａさん「そうだね。また、今回は酒酔い運転についても適用
要件に基準が設けられたんだ」

Ｂさん「どんな基準」
Ａさん「血液１㎖中1.0㎎以上、または呼気１ℓ中0.5㎎以上

のアルコールを保有する状態で運転した場合がそ
れにあたるんだ」

Ｂさん「この数値は、危険運転致死傷罪が適用されるよう

な状態で運転しているということだね。以前、講習
で酔った状態を再現して車を運転するというもの
があって体験したけれど、普段できていることがで
きていなくて愕然としたことがあるよ」

Ａさん「それが飲酒運転の怖いところだね。今回の法改正
で、危険運転致死傷罪や酒酔い運転の適用基準が
明確化されたけれど、僕らプロドライバーにとって
は本来、無縁であるべきこと。でも、こうした法改
正の趣旨をしっかり理解するとともに、より安全運
転に取り組んで、他のドライバーに対して模範を示
していかなきゃいけないね」

　
﹃
な
ぜ
賃
金
は
上
が
ら

な
い
の
か　

日
本
経
済
30

年
の
陥
穽
（
か
ん
せ
い
）﹄

（
首
藤
若
菜
著
︑
講
談
社

現
代
新
書
）
は
︑
労
働
経

済
学
者
で
あ
る
筆
者
が
︑

緻
密
な
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー

ク
を
基
礎
と
す
る
研
究
を

重
ね
︑
日
本
の
低
賃
金
の

謎
に
真
正
面
か
ら
挑
ん

だ
︑
画
期
的
な
論
考
︒
物

流
・
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界

の
現
場
の
声
と
実
態
を
通

し
て
︑
日
本
の
賃
金
が
上

が
ら
な
い
本
当
の
理
由
を

解
き
明
か
す
︒１
１
０
０
円

（
税
込
）︒

　

本
紙
連
載
で
も
お
な
じ

み
の
物
流
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス

ト
・
森
田
富
士
夫
氏
の
最

新
刊
﹃
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業

界
の
大
転
換  

﹁
２
０
２
４

年
問
題
﹂
の
本
質
を
理
解

し
な
い
と
﹁
許
可
更
新
﹂

は
で
き
な
い
﹄（
白
桃
書

房
）︒
適
正
原
価
や
事
業

許
可
更
新
の
ポ
イ
ン
ト
な

ど
︑
改
正
事
業
法
を
体
系

的
に
捉
え
る
こ
と
の
重
要

性
を
解
き
︑
法
令
解
釈
に

よ
っ
て
業
界
の
今
後
の
変

化
を
大
胆
に
示
唆
す
る
一

冊
︒２
３
０
０
円（
税
込
）︒

書
籍
紹
介

課
題
の
状
況
︑
同
部
会
設
置

要
望
の
有
無
を
確
認
し
た
と

こ
ろ
︑
５
ブ
ロ
ッ
ク
協
会
か

ら
同
部
会
を
設
置
す
る
要
望

が
あ
っ
た
こ
と
を
受
け
て
︑

今
年
３
月
５
日
開
催
の
第
２

１
４
回
理
事
会
に
て
同
部
会

設
置
が
審
議
・
承
認
さ
れ
た
︒

　

第
１
回
同
部
会
に
は
︑
全

国
19
都
道
府
県
か
ら
部
会
員

令
和
８
年
度
事
業
計
画
案
等

を
承
認第

81
回
「
鉄
鋼
部
会
」

　

７
月
２
日
︑
第
81
回
﹁
鉄

鋼
部
会
﹂（
三
村
文
雄
部
会

長
）
が
大
阪
府
大
阪
市
で
開

催
さ
れ
︑
令
和
７
年
度
事
業

報
告
・
８
年
度
事
業
計
画
の

両
案
に
つ
い
て
審
議
・
承
認
︒

役
員
の
選
任
で
は
︑
日
鉄
物

流
㈱
（
東
京
都
）
の
田
口
佳

裕
基
地
陸
運
本
部
部
長
を
新

副
部
会
長
に
選
任
し
た
︒

　

８
年
度
事
業
計
画
で
は
︑

①
特
殊
車
両
の
通
行
に
関
す

る
諸
課
題
改
善
（
関
係
行
政

と
の
連
携
強
化
）︑
②
荷
主

団
体
と
連
携
し
た
関
係
法
令

に
関
す
る
諸
課
題
改
善
︑
③

鋼
材
輸
送
に
関
す
る
安
全
対

策
︱
︱
の
推
進
な
ど
５
項
目

を
軸
に
部
会
活
動
を
展
開
す

る
こ
と
と
し
︑
次
回
総
会
に

つ
い
て
は
︑
９
年
７
月
に
千

葉
県
で
開
催
予
定
と
し
た
︒

　

議
事
終
了
後
に
は
︑
国
土

交
通
省
物
流
・
自
動
車
局
貨

物
流
通
事
業
課
の
上
中
理
史

専
門
官
が
﹁
ト
ラ
ッ
ク
運
送

を
取
り
巻
く
最
近
の
情
勢
﹂

を
テ
ー
マ
に
講
演
し
た
︒

飼
料
輸
送
に
お
け
る
課
題

解
決
を
目
指
し
て
部
会
を

立
ち
上
げ

第
１
回
「
飼
料
部
会
」

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
は

７
月
13
日
︑
第
１
回
﹁
飼
料

部
会
﹂
総
会
を
開
催
し
た
︒

　

令
和
６
年
11
月
︑
九
州
ト

ラ
ッ
ク
協
会
か
ら
全
ト
協
に

対
し
︑
飼
料
輸
送
に
お
け
る

安
全
面
や
効
率
面
で
の
課
題

に
つ
い
て
全
国
規
模
で
の
解

決
の
要
請
が
あ
っ
た
こ
と
を

受
け
︑
７
年
10
月
︑
全
国
8

ブ
ロ
ッ
ク
協
会（
九
州
以
外
）

に
対
し
︑
飼
料
輸
送
に
係
る

岡
市
で
開
催
さ
れ
た
︒

　

議
事
で
は
︑
令
和
７
年
度

事
業
報
告
（
案
）︑
８
年
度

事
業
計
画
（
案
）
等
に
つ
い

て
審
議
・
承
認
︒
ま
た
︑
役

員
の
選
任
で
は
︑
国
際
コ
ン

テ
ナ
輸
送
㈱
（
東
京
都
）
の

鈴
木
邦
彦
取
締
役
本
社
企
画

部
長
︑
鈴
与
自
動
車
運
送
㈱

（
静
岡
県
）
の
加
瀬
澤
正
義

代
表
取
締
役
社
長
︑
Ｎ
Ｘ
日

本
通
運
㈱
（
福
岡
県
）
の
北

野
篤
門
司
海
運
支
店
支
店
長

が
新
副
部
会
長
に
選
任
さ
れ

た
︒ 

　

８
年
度
事
業
計
画
で
は
︑

安
全
対
策
や
長
時
間
労
働
改

善
に
向
け
た
取
り
組
み
（
オ

ン
シ
ャ
ー
シ
デ
ポ
の
設
置
）
へ

の
対
応
な
ど
６
施
策
を
柱
に

部
会
活
動
を
推
進
す
る
こ
と

と
し
た
︒

　

ま
た
︑
９
年
度
総
会
に
つ

い
て
は
︑
７
月
上
旬
に
近
畿

ブ
ロ
ッ
ク
で
の
開
催
予
定
と

し
た
︒

全
職
種
平
均
賃
金
は
対
前
年

比
５
・
３
％
増
に

「
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
の
賃

金
・
労
働
時
間
等
の
実
態
」

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
で

は
こ
の
ほ
ど
︑﹁
２
０
２
５
年

度
版
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
の

賃
金
・
労
働
時
間
等
の
実

態
﹂
を
取
り
ま
と
め
︑
公
表

し
た
︒

　

こ
れ
は
︑
ト
ラ
ッ
ク
運
送

事
業
に
携
わ
る
従
業
員
の
賃

金
や
労
働
時
間
︑
福
利
厚
生

等
の
実
態
に
つ
い
て
調
査
し

た
結
果
を
取
り
ま
と
め
た
も

の
︒
令
和
７
年
５
︑
６
︑
７

月
に
決
ま
っ
て
支
給
さ
れ
た

給
与
の
１
か
月
平
均
額
お
よ

び
そ
の
時
点
に
お
け
る
労
働

時
間
︑
福
利
厚
生
等
の
実
態

に
つ
い
て
調
査
し
た
︒

　

同
期
間
に
決
ま
っ
て
支
給

さ
れ
た
全
職
種
１
人
１
か
月

平
均
賃
金
は
35
万
９
８
０
０
円

（
対
前
年
比
５
・
３
％
増
）

で
︑
こ
れ
に
年
間
賞
与
の
１

か
月
平
均
額
を
加
え
た
月
額

で
は
41
万
６
４
０
０
円
（
同
７

・
１
％
増
）
だ
っ
た
︒

　

ま
た
︑
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事

業
従
業
員
の
平
均
年
齢
は
︑

男
性
運
転
者
が
50
・
０
歳

（
前
年
49
・
７
歳
）
で
︑
運

転
者
か
ら
事
務
員
︑荷
扱
手
︑

整
備
・
技
能
員
ま
で
の
職
種

を
含
め
た
男
女
合
わ
せ
た
全

職
種
の
平
均
年
齢
は
48
・
６

歳
（
同
48
・
５
歳
）
だ
っ
た
︒

　

な
お
︑
同
調
査
結
果
（
本

編
・
本
編
抜
粋
）
は
全
ト
協

ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（
二
次
元

コ
ー
ド
）
に
掲

載
さ
れ
て
い
る

（
本
編
は
会
員
の
み
閲
覧
可

能
）︒

が
出
席
︒
冒
頭
︑
土
屋
文
昭

輸
送
事
業
部
長
か
ら
同
部
会

設
置
ま
で
の
経
緯
お
よ
び
部

会
運
営
に
関
す
る
説
明
が
行

わ
れ
た
︒
そ
の
後
の
議
事
で

は
︑⑴
飼
料
部
会
規
則（
案
）︑

⑵
役
員
の
選
任
︑
⑶
８
年
度

事
業
計
画
（
案
）︑
⑷
第
２

回
飼
料
部
会
の
開
催
地（
案
）

︱
︱
が
審
議
さ
れ
︑
原
案
通

り
承
認
さ
れ
た
︒

　

⑵
で
は
︑
部
会
長
に
福
田

博
氏
（
宮
崎
県
・
㈱
Ｆ
Ｋ
物

流
代
表
取
締
役
）︑
副
部
会

長
に
は
釜
渕
嘉
与
氏
（
青
森

県
・
釜
渕
運
送
㈲
代
表
取
締

役
社
長
）︑熊
谷
茂
穂
氏
（
茨

城
県
・
行
方
運
送
㈱
代
表
取

締
役
社
長
）︑
藤
井
和
利
氏

（
岡
山
県
・
藤
井
運
送
㈱
代

表
取
締
役
）
が
就
任
し
た
︒

　

ま
た
︑
⑶
で
は
︑
①
ド
ラ

イ
バ
ー
の
危
険
な
高
所
作
業

の
削
減
︑
②
飼
料
輸
送
に
お

け
る
非
効
率
な
運
送
・
附
帯

業
務
の
削
減
︑
③
コ
ス
ト
を

踏
ま
え
た
価
格
転
嫁
の
推
進

︱
︱
を
活
動
目
標
と
し
︑
㋐

飼
料
輸
送
の
作
業
に
係
る
負

担
軽
減
お
よ
び
安
全
性
の
確

保
︑
㋑
附
帯
作
業
を
含
む
運

送
以
外
の
役
務
等
の
取
り
扱

い
の
明
確
化
︑
㋒
長
距
離
・

長
時
間
輸
送
の
削
減
お
よ
び

効
率
的
な
配
送
実
施
へ
の
取

り
組
み
︑
㋓
家
畜
伝
染
病
の

頻
発
化
に
伴
う
輸
送
業
務
・

経
営
負
担
の
改
善
︱
︱
に
取

り
組
む
と
し
た
︒
さ
ら
に
︑

飼
料
輸
送
に
お
け
る
安
全
対

策
︑
業
務
の
効
率
化
お
よ
び

生
産
性
の
向
上
等
に
つ
い
て
︑

国
土
交
通
省
お
よ
び
農
林
水

産
省
︑
厚
生
労
働
省
の
担
当

者
と
の
意
見
交
換
等
を
実
施

し
︑
現
場
の
実
態
や
部
会
員

の
意
見
・
要
望
等
を
発
信
す

る
こ
と
に
よ
り
︑
飼
料
輸
送

を
担
う
運
送
事
業
者
側
に
立

っ
た
施
策
の
推
進
を
要
請
す

る
こ
と
な
ど
を
盛
り
込
ん
だ
︒

　

⑷
で
は
︑
全
日
本
ト
ラ
ッ

ク
協
会
（
東
京
都
）
に
て
第

２
回
（
９
年
度
）
総
会
を
開

催
す
る
こ
と
と
し
た
︒

　

総
会
終
了
後
に
行
っ
た
研

修
会
で
は
︑﹁
飼
料
輸
送
に

お
け
る
行
政
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
﹂
を
テ
ー
マ
に
︑
農

水
省
畜
産
局
の
金
澤
正
尚
飼

料
課
長
︑
古
城
大
亮
飼
料
課

流
通
飼
料
対
策
室
長
︑
今
木

淳
太
飼
料
課
流
通
飼
料
対
策

室
需
給
対
策
第
１
班
課
長
補

佐
が
講
演
を
行
っ
た
︒

安
全
対
策
等
６
施
策
を
推
進

第
68
回
「
海
上
コ
ン
テ
ナ
部
会
」

　

７
月
７
日
︑
第
68
回
﹁
海

上
コ
ン
テ
ナ
部
会
﹂（
藤
木

幸
二
部
会
長
）
が
福
岡
県
福

南
海
フ
ェ
リ
ー
和
歌
山
・
徳

島
航
路
存
続
を
知
事
に
要
請

和
歌
山
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会

　

和
歌
山
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会

駐
車
許
可
制
度
改
正
か
ら
1

年
、
現
場
の
負
担
軽
減
に
確

か
な
成
果

運
輸
労
連
奈
良
県
連
合
会

奈
良
県
警
察
本
部
へ

感
謝
の
声
届
け
る

　

全
日
本
運
輸
産
業
労
働
組

合
連
合
会
（
運
輸
労
連
）
奈

良
県
連
合
会
は
６
月
９
日
︑

奈
良
県
警
察
本
部
交
通
部
を

訪
問
し
︑
貨
物
集
配
中
の
車

両
に
対
す
る
駐
車
許
可
制
度

の
運
用
改
善
に
対
す
る
感
謝

の
声
を
届
け
た
︒

　

物
流
の
停
滞
が
懸
念
さ
れ

た
﹁
２
０
２
４
年
問
題
﹂
を

背
景
に
︑
令
和
７
年
７
月
１

日
か
ら
駐
車
許
可
制
度
が
一

部
改
正
さ
れ
施
行
さ
れ
て
い

る
︒
制
度
改
正
で
は
︑
貨
物

徳
島
航
路
は
︑
長
年
に
わ
た

り
︑
紀
伊
水
道
を
横
断
す
る

重
要
な
海
上
交
通
網
と
し
て

物
流
機
能
を
担
っ
て
き
た
︒

し
か
し
︑今
年
３
月
30
日
に
︑

南
海
フ
ェ
リ
ー
の
親
会
社
で

あ
る
南
海
電
気
鉄
道
㈱
か

ら
︑
フ
ェ
リ
ー
事
業
の
撤
退

が
発
表
さ
れ
て
い
る
︒

　

こ
れ
を
受
け
て
和
歌
山
県

ト
協
で
は
︑
阪
本
会
長
を
は

じ
め
︑
小
浦
正
臣
副
会
長
︑

榎
本
智
信
副
会
長
︑
横
山
郁

芳
副
会
長
︑
和
田
耕
司
副
会

長
ら
が
宮
崎
和
歌
山
県
知
事

を
訪
問
︒
和
歌
山
・
徳
島
航

路
の
存
続
お
よ
び
安
定
運
行

に
向
け
た
支
援
や
︑
関
係
自

治
体
と
連
携
し
て
の
国
に
対

す
る
航
路
維
持
の
た
め
の
支

援
制
度
充
実
へ
の
働
き
か
け

な
ど
︑
必
要
な
支
援
策
の
検

討
と
実
施
を
強
く
求
め
た
︒

の
取
り
組
み
の
一
環
と
し
て
︑

公
取
委
中
国
支
所
と
も
連
携

し
︑
山
陰
地
域
で
は
初
と
な

る
合
同
荷
主
等
パ
ト
ロ
ー
ル

を
実
施
し
た
も
の
︒

　

当
日
は
︑
中
国
運
輸
局
３

人
︑
鳥
取
運
輸
支
局
３
人
︑

集
配
中
の
車
両
に
対
す
る
駐

車
許
可
の
取
り
扱
い
が
見
直

さ
れ
︑
配
送
現
場
の
実
態
に

応
じ
た
柔
軟
な
運
用
が
可
能

と
な
っ
た
こ
と
で
︑
ト
ラ
ッ
ク

ド
ラ
イ
バ
ー
の
負
担
軽
減
が

期
待
さ
れ
て
い
た
︒

　

運
輸
労
連
奈
良
県
連
合
会

は
︑
奈
良
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会

（
塚
本
哲
夫
会
長
）
と
連
携

し
な
が
ら
︑
こ
れ
ま
で
奈
良

県
警
察
本
部
に
対
し
︑
配
送

業
務
の
実
態
に
即
し
た
適
切

な
配
慮
を
求
め
て
要
望
活
動

を
重
ね
て
き
た
︒
制
度
施
行

か
ら
１
年
が
経
過
し
た
現

在
︑
現
場
の
声
を
踏
ま
え
た

運
用
改
善
が
進
み
︑
集
配
時

の
駐
車
に
関
す
る
不
安
が
大

き
く
軽
減
さ
れ
た
こ
と
か

ら
︑
今
回
の
感
謝
訪
問
に
繋

が
っ
た
︒

島
根
運
輸
支
局
３
人
︑
公
正

取
引
委
員
会
３
人
︑
鳥
取
県

ト
協
１
人
の
計
13
人
が
参

加
︒
境
港
市
内
の
﹁
昭
和
町

地
区
（
西
）
エ
リ
ア
﹂︑﹁
昭

和
町
地
区
（
中
央
~
東
）
エ

リ
ア
﹂︑﹁
竹
内
団
地
エ
リ
ア
﹂

﹁
西
工
業
団
地
・
江
島
地
区

エ
リ
ア
﹂
の
４
班
に
分
か
れ

て
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
っ
た
︒

　

各
班
は
︑
運
輸
局
︑
公
取

委
お
よ
び
ト
ラ
ッ
ク
協
会
の

立
場
か
ら
︑
訪
問
の
趣
旨
を

チ
ラ
シ
等
を
用
い
て
説
明
し
︑

物
流
分
野
全
体
の
取
引
環
境

適
正
化
に
向
け
た
周
知
・
啓

発
活
動
を
実
施
し
た
︒

　

ま
た
︑
令
和
８
年
１
月
に

施
行
さ
れ
た
中
小
受
託
取
引

適
正
化
法
（
取
適
法
）
に
伴

う
違
反
行
動
の
未
然
防
止
お

よ
び
周
知
活
動
も
併
せ
て
行

っ
た
︒

　

訪
問
先
企
業
の
中
に
は
︑

説
明
内
容
に
強
い
関
心
を
示

し
︑
30
分
程
度
に
わ
た
り
意

見
交
換
を
行
う
ケ
ー
ス
も
み

ら
れ
る
な
ど
︑
取
引
環
境
改

　

訪
問
の
場
で
は
︑﹁
駐
車

許
可
制
度
を
運
用
さ
せ
て
い

た
だ
き
︑
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ

バ
ー
の
現
場
の
負
担
が
軽
減

さ
れ
︑
安
心
し
て
業
務
に
取

り
組
め
る
環
境
に
な
っ
た
﹂

と
︑
現
場
の
実
感
を
込
め
た

言
葉
が
伝
え
ら
れ
た
︒　

　

当
日
は
︑
奈
良
県
警
察
本

部
か
ら
山
村
和
久
交
通
部

長
︑
中
谷
貴
志
交
通
規
制
課

長
が
応
対
し
︑
制
度
運
用
の

状
況
や
今
後
の
課
題
に
つ
い

て
意
見
交
換
が
行
わ
れ
た
︒

　

制
度
改
正
か
ら
１
年
︒
現

場
の
声
を
反
映
し
た
運
用
改

善
が
着
実
に
進
み
︑
ト
ラ
ッ

ク
ド
ラ
イ
バ
ー
が
安
心
し
て

集
配
業
務
に
取
り
組
め
る
環

境
づ
く
り
が
前
進
し
て
お

り
︑奈
良
県
ト
協
と
し
て
も
︑

運
輸
労
連
奈
良
県
連
合
会
お

よ
び
奈
良
県
警
察
本
部
と
の

連
携
を
強
化
し
︑
地
域
物
流

の
安
全
・
円
滑
化
に
向
け
た

取
り
組
み
を
継
続
し
て
い
く
︒

善
へ
の
理
解
促
進
に
向
け
て

有
意
義
な
パ
ト
ロ
ー
ル
と
な

っ
た
︒

（
阪
本
享
三
会
長
）
は
７
月

７
日
︑
宮
﨑
泉
和
歌
山
県
知

事
に
対
し
て
︑
南
海
フ
ェ
リ

ー
和
歌
山
・
徳
島
航
路
の
存

続
を
要
請
し
た
︒

　

和
歌
山
港
と
徳
島
港
を
結

ぶ
南
海
フ
ェ
リ
ー
和
歌
山
・

中
国
運
輸
局
・
公
取
委
中
国

支
所
と
合
同
で
「
荷
主
等
パ

ト
ロ
ー
ル
」
を
実
施

鳥
取
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会

　

鳥
取
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会

（
川
上
和
人
会
長
）
は
７
月

８
日
︑
国
土
交
通
省
中
国
運

輸
局
お
よ
び
公
正
取
引
委
員

会
事
務
総
局
中
国
支
所
と
合

同
で
︑﹁
荷
主
等
パ
ト
ロ
ー
ル
﹂

を
実
施
し
た
︒
鳥
取
県
ト
協

で
は
こ
れ
ま
で
︑
国
交
省
中

国
運
輸
局
と
連
携
し
︑
長
時

間
の
荷
待
ち
等
が
生
じ
て
い

る
荷
主
事
業
者
に
対
し
︑﹁
ト

ラ
ッ
ク
・
物
流
Ｇ
メ
ン
﹂
と

と
も
に
Ｇ
メ
ン
調
査
員
と
し

て
パ
ト
ロ
ー
ル
・
是
正
指
導

を
行
っ
て
き
た
︒
今
回
は
そ

（
７
月
15
日
〜
７
月
31
日
）

▽
７
月
22
日

・
第
４
回
ト
ラ
ッ
ク
適
正
化
二
法

対
策
委
員
会

・
第
44
回
セ
メ
ン
ト
部
会

▽
７
月
23
日

・
全
国
専
務
理
事
業
務
連
絡
会
議

▽
７
月
24
日

・
第
22
回
利
用
運
送
・
積
合
部
会

▽
７
月
27
日

・
第
56
回
引
越
部
会

流通経済大学で全ト協推薦入試を実施
　物流関係の教育・研修に力を入れている流
通経済大学では、次代を担う物流事業者の育
成を目的として、全日本トラック協会からの
推薦入試（総合型選抜エントリー型）を実施
する。

▽�募集学部：経済学部（経済学科、経営学科）、
共創社会学部（地域人間科学科、国際文化
ツーリズム学科）、流通情報学部（流通情
報学科）、法学部（法律学科、自治行政学科）、
スポーツ健康科学部（スポーツ健康科学科、
スポーツコミュニケーション学科）

※�出願方法や入試日程などの詳
細は、全ト協ホームページ（二
次元コード）を参照

第81回「鉄鋼部会」（7月2日、ホテルモントレグ
ラスミア大阪）

宮
﨑
和
歌
山
県
知
事
㊨
に
要
望
書
を

手
渡
す
阪
本
和
歌
山
県
ト
協
会
長
㊧

（
７
月
７
日
、
和
歌
山
県
庁
）

国
土
交
通
省
（
右
）
お
よ
び
公
正
取
引

委
員
会
（
中
）
の
「
ト
ラ
ッ
ク
・
物
流

Ｇ
メ
ン
」と
共
に
荷
主
パ
ト
ロ
ー
ル
を

実
施
す
る
鳥
取
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
の

「
Ｇ
メ
ン
調
査
員
」（
左
）　

写
真
右
か
ら
２
人
目
が
山
村
交
通
部

長
、
中
央
が
浦
久
保
運
輸
労
連
奈
良

県
連
合
会
執
行
委
員
長
、藤
野
同
書
記

長
（
左
か
ら
２
人
目
）、
中
谷
交
通
規

制
課
長
（
左
端
）

部
会
長
に
就
任
し
た
福
田
博
氏
（
宮

崎
・
㈱
Ｆ
Ｋ
物
流
代
表
取
締
役
）

第1回「飼料部会」（7月13日、全ト協）

第68回「海上コンテナ部会」（7月7日、ホ
テルオークラ福岡）
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ュ
ー
ス
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ミ
ナ
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ニ
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ニ
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（
官
公
庁
ニ
ュ
ー
ス
等
）

法令　　  クイズ
マル　 バツ

 〜歩行者保護編〜
 【解 答】3面に問題
❶ ○（道路交通法第17条第2項）
道路外の施設に入るため、やむを
得ず歩道や路側帯を横断すると
きは、一時停止しなければならな
い。かつ、歩行者の通行を妨げな
いようにしなければならない。
❷ ×（道路交通法第38条第1項）
横断歩道に接近する場合には、横
断しようとする歩行者又は自転車
がないことが明らかな場合を除
き、当該横断歩道等の直前で停止
することができるような速度で進
行しなければならない。この場合
において、横断し、又は横断しよう
とする歩行者等があるときは、当
該横断歩道等の直前で一時停止
し、かつ、その通行を妨げないよ

うにしなければならない。
❸ ×（道路交通法第71条第3号）
安全地帯の側方を通過する場合
において、当該安全地帯に歩行者
がいるときは徐行することと定め
られている。
❹ ○（交通の方法に関する教則
第6章第1節 踏切1-5）踏切内で
は、歩行者や対向車に注意しなが
ら、落輪しないようにやや中央寄
りを通行する。
❺ ○（交通の方法に関する教則
第6章第4節 悪天候など1-5）歩
行者のそばや店先などを通るとき
は、速度を落として、泥や水をはね
ないようにしなければならない。

交通の方法に関する教則

（7月1日号）

A B C D E F G
ド ラ イ ブ ス ル ー

答え合わせ

を
改
正
す
る
告
示
﹂
を
施
行

し
た
︒

　

自
動
車
運
送
事
業
の
輸
送

の
安
全
確
保
の
た
め
に
行
う

こ
と
と
さ
れ
て
い
る
点
呼
は
︑

運
転
者
等
が
属
す
る
営
業
所

内
で
︑
原
則
対
面
に
よ
り
実

施
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る

が
︑
異
な
る
営
業
所
間
や
事

業
者
間
に
お
い
て
点
呼
を
行

う
場
合
に
は
︑
遠
隔
点
呼
を

実
施
す
る
こ
と
を
認
め
て
い

る
︒
一
方
で
︑
他
営
業
所
の

運
転
者
に
対
す
る
対
面
点
呼

が
実
施
で
き
な
い
な
ど
︑
業

務
上
の
非
効
率
が
生
じ
て
い

た
︒

　

今
般
の
改
正
で
は
︑
遠
隔

点
呼
機
器
を
介
し
て
︑
営
業

所
間
ま
た
は
事
業
者
間
で
点

呼
に
係
る
運
転
者
等
情
報
の

共
有
が
可
能
で
あ
る
運
送
事

業
者
に
つ
い
て
︑
運
転
者
等

が
所
属
す
る
営
業
所
の
運
行

管
理
者
以
外
の
運
行
管
理
者

等
か
ら
対
面
で
確
認
を
受
け

る
こ
と
で
︑
遠
隔
点
呼
を
受

け
た
こ
と
と
み
な
す
こ
と
と

し
た
（
図
）︒　

詳
細
は
︑

全
ト
協
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
（
二

次
元
コ
ー
ド
）

を
参
照
︒

 

令
和
７
年
10
月
調
査
に
比

べ
１
・
１
％
増
加

宅
配
便
の
多
様
な

受
取
方
法
の
利
用
率

　

国
土
交
通
省
は
７
月
10

日
︑
宅
配
便
の
多
様
な
受
取

方
法
の
利
用
率
や
再
配
達
率

に
つ
い
て
取
り
ま
と
め
︑
公

表
し
た
︒

　

令
和
８
年
４
月
に
大
手
宅

配
事
業
者
を
対
象
に
行
っ
た

調
査
の
結
果
︑
宅
配
ボ
ッ
ク

ス
や
置
き
配
な
ど
︑
宅
配
便

の
多
様
な
受
取
方
法
の
利
用

率
は
約
31
・
０
％
（
令
和
７

年
10
月
比
１
・
１
％
増
）
だ

っ
た
︒

　

ま
た
︑
宅
配
便
の
再
配
達

率
は
︑
７
年
10
月
比
マ
イ
ナ

ス
０
・
７
％
と
な
る
約
７
・

６
％
に
減
少
し
た
︒

　

国
交
省
で
は
︑
同
調
査
の

結
果
も
踏
ま
え
︑引
き
続
き
︑

宅
配
業
務
に
従
事
す
る
ト
ラ

ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
の
負
担
軽

減
に
取
り
組
む
と
し
て
い
る
︒

 

平
均
拘
束
時
間
や
荷
待
ち

・
荷
役
等
時
間
が
大
幅
に

減
少

１
運
行
当
た
り
の
平
均
拘
束

時
間
に
関
す
る
調
査
結
果

　

国
土
交
通
省
は
７
月
10

日
︑
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー

の
１
運
行
当
た
り
の
平
均
拘

束
時
間
に
関
す
る
調
査
結
果

を
取
り
ま
と
め
︑公
表
し
た
︒

　

調
査
対
象
は
︑
一
般
貨
物

自
動
車
運
送
事
業
の
う
ち
実

運
送
を
行
う
事
業
者
で
︑
令

和
７
年
４
月
~
８
月
の
通
常

期
に
お
け
る
代
表
的
な
１
日

の
運
行
に
つ
い
て
︑
①
運
転

時
間
︑
②
荷
待
ち
時
間
︑
③

荷
役
時
間
︑
④
附
帯
作
業
時

間
︑
⑤
点
検
・
点
呼
に
要
し

た
時
間
︑
⑥
休
憩
時
間
︱
︱

を
調
査
し
た
︒
調
査
期
間
は

７
年
11
月
25
日
~
12
月
24
日
︒

　

ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
の

１
運
行
当
た
り
の
平
均
拘
束

時
間（
図
）を
み
る
と
︑２（
２

０
２
０
）
年
度
に
は
12
時
間

26
分
だ
っ
た
平
均
拘
束
時
間

が
︑
６
（
２
０
２
４
）
年
度

は
11
時
間
46
分
に
︑
７
（
２

０
２
５
）
年
度
に
は
10
時
間

13
分
と
減
少
︒
ま
た
︑
荷
待

ち
・
荷
役
等
時
間
は
︑
２
年

度
の
３
時
間
19
分
か
ら
︑
７

年
度
は
２
時
間
２
分
と
減
少

し
た
︒

　

国
交
省
で
は
︑
荷
待
ち
・

荷
役
等
時
間
の
減
少
の
要
因

と
し
て
︑
７
年
４
月
か
ら
改

正
物
流
効
率
化
法
が
施
行
さ

れ
︑
荷
主
・
物
流
事
業
者
に

対
し
て
︑
荷
待
ち
・
荷
役
等

時
間
の
短
縮
な
ど
の
努
力
義

務
が
課
さ
れ
て
お
り
︑
各
主

体
が
そ
の
履
行
に
努
め
て
い

る
こ
と
が
寄
与
し
て
い
る
も

の
と
思
わ
れ
る
と
し
た
︒

　

国
で
は
︑
改
正
物
効
法
に

基
づ
く
基
本
方
針
に
お
い
て
︑

１
運
行
当
た
り
の
荷
待
ち
・

荷
役
等
時
間
を
２
時
間
以
内

に
す
る
目
標
を
掲
げ
て
お

り
︑
国
交
省
と
し
て
は
︑
個

別
に
は
長
い
荷
待
ち
・
荷
役

等
時
間
が
発
生
し
て
い
る
ケ

ー
ス
が
あ
る
こ
と
も
踏
ま
え
︑

目
標
が
安
定
的
に
達
成
さ

れ
︑
さ
ら
に
短
縮
さ
れ
る
よ

う
︑
引
き
続
き
取
り
組
ん
で

い
く
と
し
て
い
る
︒

 

令
和
９
年
度
か
ら
自
動
車

産
業
カ
レ
ン
ダ
ー
を
見
直

し

日
本
自
動
車
工
業
会

　

日
本
自
動
車
工
業
会
（
自

工
会
）
は
７
月
１
日
︑
全
日

本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
等
の
関
連

団
体
に
対
し
︑﹁﹃
自
動
車
カ

レ
ン
ダ
ー
見
直
し
﹄
に
つ
い

て
関
係
先
企
業
へ
の
情
報
共

有
の
お
願
い
﹂
を
周
知
・
要

請
し
た
︒

　

自
工
会
で
は
︑
業
界
一
丸

で
働
き
方
改
革
を
推
進
す
る

こ
と
で
︑
産
業
全
体
で
の
生

産
性
向
上
と
国
際
競
争
力
の

強
化
を
目
指
し
た
活
動
を
進

め
て
お
り
︑
こ
の
ほ
ど
同
活

動
の
一
環
と
し
て
︑
自
動
車

産
業
カ
レ
ン
ダ
ー
の
見
直
し

を
行
う
︒
見
直
し
内
容
と
し

て
は
︑
令
和
９
年
度
カ
レ
ン

ダ
ー
よ
り
︑
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ

イ
ー
ク
（
Ｇ
Ｗ
）
を
一
般
カ

レ
ン
ダ
ー
に
合
わ
せ
た
形
に

変
更
（
Ｇ
Ｗ
中
の
平
日
を
稼

働
日
に
変
更
）
し
︑
こ
れ
ま

で
は
稼
働
日
だ
っ
た
月
曜
祝

日
の
一
部
を
休
日
化
し
て
ハ
ッ

ピ
ー
マ
ン
デ
ー
を
実
現
す
る
︒

　

詳
細
は
自

工
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（
二

次
元
コ
ー
ド
）

を
参
照
︒

 

「
総
合
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
」
を

公
表

中
小
機
構

　
（
独
）
中
小
企
業
基
盤
整

備
機
構
（
中
小
機
構
）
は
こ

の
ほ
ど
︑
令
和
８
年
度
﹁
中

小
機
構 

総
合
ハ
ン
ド
ブ
ッ

ク
﹂（
写
真
）を
取
り
ま
と
め
︑

公
表
し
た
︒

　

同
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
は
︑
中

小
機
構
が
実
施
し
て
い
る
約

70
種
の
施
策
に
つ
い
て
︑﹁
地

域
牽
引
・
成
長
志
向
の
中
小

企
業
へ
の
支
援
﹂︑﹁
企
業
の

成
長
段
階
に
応
じ
た
新
市
場

開
拓
支
援
﹂︑﹁
ス
タ
ー
ト
ア

ッ
プ
の
創
出
・
成
長
へ
の
支

援
﹂︑﹁
事
業
継
続
・
経
営
体

力
強
化
へ
の
支
援
﹂︑﹁
経
営

環
境
変
化
対
応
へ
の
支
援
﹂︑

﹁
情
報
収
集
・
情
報
活
用
へ

の
支
援
﹂
と
い
っ
た
支
援
ニ

ー
ズ
ご
と
に
分
類
し
て
紹
介

し
て
い
る
︒

　

同
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
は
︑
中

小
機
構
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
（
二

次
元
コ
ー
ド
）

よ
り
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
可
能
︒

車
両
安
全
対
策
に
係
る

評
価
・
分
析
の
方
法
等

に
つ
い
て
議
論

第
１
回
「
車
両
安
全
対
策

検
討
会
」

　

国
土
交
通
省
は
６
月
26

日
︑令
和
８
年
度
第
１
回
﹁
車

両
安
全
対
策
検
討
会
﹂（
座

長
:
中
野
公
彦
東
京
大
学

生
産
技
術
研
究
所
教
授
︑
ハ

ー
モ
ニ
ッ
ク
・
モ
ビ
リ
テ
ィ

研
究
セ
ン
タ
ー
長
）
を
開
催

し
た
︒

　

同
検
討
会
は
︑
事
故
分
析

結
果
や
様
々
な
社
会
情
勢
の

変
化
に
よ
る
課
題
等
を
踏
ま

え
︑
法
令
に
基
づ
く
安
全
基

準
の
拡
充
・
強
化
を
中
心

に
︑
安
全
基
準
以
外
の
方
法

に
よ
る
対
策
を
含
め
︑
事
故

実
態
等
に
基
づ
く
重
要
度
︑

技
術
開
発
動
向
︑
国
際
基
準

の
策
定
動
向
等
を
勘
案
し
て

そ
の
方
向
性
や
基
準
化
項
目

等
を
検
討
す
る
目
的
で
開
催
︒

　

今
回
は
︑
８
年
度
車
両
安

全
対
策
に
係
る
評
価
・
分
析

の
方
針
に
つ
い
て
検
討
︒
本

年
度
の
調
査
実
施
内
容
と
し

て
︑
近
年
の
事
故
発
生
状
況

の
俯
瞰
的
な
把
握
（
事
故
俯

瞰
分
析
）
や
︑
特
定
の
年
齢

層
に
着
目
し
︑
車
両
安
全
対

策
を
検
討
す
る
た
め
の
交
通

事
故
実
態
の
把
握
と
原
因
分

析
（
事
故
詳
細
分
析
）
の
実

施
が
示
さ
れ
た
︒
な
お
︑
事

故
詳
細
分
析
に
関
し
て
は
︑

﹁
車
両
安
全
対
策
事
故
調
査

・
分
析
検
討
会
﹂
に
対
し
て

検
討
を
要
請
︒
そ
の
後
︑
同

検
討
会
か
ら
の
報
告
を
求
め

る
こ
と
と
し
た
︒

 

「
物
流
施
設
に
お
け
る
Ｄ
Ｘ

推
進
実
証
事
業
」
２
次
公

募
を
実
施

７
月
31
日
㈮
17
時
ま
で

　

国
土
交
通
省
で
は
現
在
︑

中
小
物
流
事
業
者
の
労
働
生

産
性
向
上
事
業
（
物
流
施
設

に
お
け
る
Ｄ
Ｘ
推
進
実
証
事

業
）
の
２
次
公
募
を
行
っ
て

い
る
︒

　

同
事
業
は
︑
中
小
物
流
事

業
者
に
お
け
る
業
務
効
率
化

や
働
き
方
改
革
の
た
め
の
自

動
化
・
機
械
化
・
デ
ジ
タ
ル

化
の
取
り
組
み
を
支
援
す
る

こ
と
に
よ
り
︑
物
流
施
設
に

お
け
る
Ｄ
Ｘ
の
強
力
な
推
進

を
図
る
た
め
に
実
施
す
る
も

の
︒
シ
ス
テ
ム
構
築
・
連
携

や
自
動
化
・
機
械
化
機
器
の

導
入
に
対
し
︑補
助
を
行
う
︒

　

公
募
受
付
期
間
は
︑
７
月

31
日
㈮
17
時
ま
で（
必
着
）︒

詳
細
は
︑
同

事
業
事
務
局

Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ

ト
（
二
次
元

コ
ー
ド
）
を
参
照
︒

 

令
和
８
年
度
に
お
け
る
重

点
取
組
事
項
等
に
つ
い
て

議
論「

安
全
対
策
フ
ォ
ロ
ー

ア
ッ
プ
分
科
会
」

　

国
土
交
通
省
は
６
月
26

日
︑
第
１
回
﹁
安
全
対
策
フ

ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
分
科
会
﹂（
座

長
:
酒
井
一
博
︹
公
財
︺

大
原
記
念
労
働
科
学
研
究
所

主
管
研
究
員
）を
開
催
し
た
︒

　

国
交
省
で
は
︑
令
和
８
年

３
月
に
策
定
し
た
﹁
事
業
用

自
動
車
総
合
安
全
プ
ラ
ン
２

０
３
０
﹂
に
基
づ
き
︑
令
和

12
年
ま
で
に
事
業
用
自
動
車

の
24
時
間
死
者
数
を
年
間
２

２
５
人
以
下
︑
飲
酒
運
転
ゼ

ロ
等
の
目
標
を
掲
げ
︑
関
係

者
一
丸
と
な
っ
て
事
故
防
止

に
取
り
組
ん
で
い
る
︒
同
プ

ラ
ン
の
目
標
達
成
に
向
け
て

は
︑
各
施
策
の
取
り
組
み
状

況
や
そ
の
効
果
等
に
つ
い
て

継
続
的
に
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
を

行
う
必
要
が
あ
る
こ
と
か

ら
︑従
来
設
置
し
て
い
た
﹁
自

動
車
運
送
事
業
安
全
対
策
検

討
会
﹂
の
役
割
を
整
理
し
︑

新
た
に
同
分
科
会
を
設
置
し

た
︒

　

今
回
は
︑
令
和
７
年
を
含

め
た
最
近
の
交
通
事
故
の
発

生
状
況
を
確
認
し
た
後
︑
同

プ
ラ
ン
に
基
づ
く
８
年
度
に

お
け
る
重
点
取
組
事
項
等
に

つ
い
て
議
論
し
た
︒

　

今
後
は
︑
ワ
ー
キ
ン
グ
グ

ル
ー
プ
等
個
別
の
検
討
会
を

開
催
し
た
後
︑
９
年
３
月
を

め
ど
に
第
２
回
会
議
を
開
催

し
︑
重
点
取
組
項
目
の
取
り

組
み
状
況
を
確
認
す
る
ほ

か
︑
同
プ
ラ
ン
に
対
す
る
進

捗
確
認
・
評
価
︑
次
年
度
の

取
り
組
み
計
画
を
検
討
す
る
︒

 

他
営
業
所
の
運
転
者
に
対

す
る
対
面
点
呼
が
可
能
に

運
転
者
等
情
報
の
共
有
が

可
能
な
場
合
に

　

国
土
交
通
省
は
６
月
26
日
︑

﹁
対
面
に
よ
る
点
呼
と
同
等

の
効
果
を
有
す
る
も
の
と
し

て
国
土
交
通
大
臣
が
定
め
る

方
法
を
定
め
る
告
示
の
一
部

健
康
増
進
・
生
活
習
慣

病
予
防
へ
の
取
り
組
み

を
募
集

「
健
康
寿
命
を
の
ば
そ
う
！

ア
ワ
ー
ド
」

　

厚
生
労
働
省
で
は
現
在
︑

﹁
第
15
回
健
康
寿
命
を
の
ば

そ
う
！
ア
ワ
ー
ド
﹂（
生
活

習
慣
病
予
防
分
野
）
の
応
募

を
受
け
付
け
て
い
る
︒

　

こ
れ
は
︑
健
康
づ
く
り
の

た
め
に
優
れ
た
取
り
組
み
を

行
う
企
業
等
を
表
彰
す
る
も

の
︒
今
回
は
︑
健
康
増
進
・

生
活
習
慣
病
予
防
へ
の
貢
献

に
資
す
る
優
れ
た
啓
発
活
動

・
取
り
組
み
を
︑
全
国
か
ら

募
集
す
る
︒

　

受
賞
し
た
取
り
組
み
は
︑

事
例
集
（
冊
子
）
や
﹁
ス
マ

ー
ト
・
ラ
イ
フ
・
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
﹂
の
公
式
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ

ト
な
ど
の
各
種
メ
デ
ィ
ア
で

紹
介
さ
れ
る
︒
ま
た
︑
受
賞

企
業
等
は
︑
ア
ワ
ー
ド
受
賞

ロ
ゴ
マ
ー
ク
を
使
用
す
る
こ

と
が
で
き
る
︒

　

応
募
期
間
は
︑
令
和
８
年

８
月
31
日
㈪
ま
で
︒
詳
細
は
︑

厚
労
省
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
（
二

次
元
コ
ー
ド
）

を
参
照
︒

 

個
人
事
業
主
に
よ
る
業
務

上
災
害
に
関
し
、
労
働
基

準
監
督
署
へ
の
報
告
を
義

務
化令和

９
年
１
月
１
日
か
ら

　

厚
生
労
働
省
は
６
月
24

日
︑
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会

に
対
し
て
通
達
﹁
労
働
安
全

衛
生
規
則
及
び
労
働
者
派
遣

事
業
の
適
正
な
運
営
の
確
保

及
び
派
遣
労
働
者
の
保
護
等

に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
の

一
部
を
改
正
す
る
省
令
の
施

行
に
つ
い
て
（
個
人
事
業
者

等
の
業
務
上
災
害
の
報
告
に

係
る
規
定
関
係
）﹂
を
発
出

し
た
︒

　

労
働
安
全
衛
生
法
及
び
作

業
環
境
測
定
法
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
（
令
和
７
年
法

律
第
33
号
）
の
一
部
が
︑
令

和
９
年
１
月
１
日
か
ら
施
行

さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
︑
関
係

省
令
が
同
日
か
ら
施
行
さ
れ

る
︒
こ
れ
に
伴
い
︑
個
人
事

業
者
が
業
務
上
災
害
に
あ
っ

た
場
合
︑
労
働
基
準
監
督
署

へ
の
報
告
が
義
務
化
さ
れ
る
︒

　

詳
細
は
︑

施
行
通
達（
二

次
元
コ
ー
ド
）

を
参
照
︒

「
自
動
車
Ｗ
Ｇ
」

を
立
ち
上
げ

完
成
車
物
流
を
皮

切
り
に
共
同
物
流

実
現
目
指
す

第
２
回
「
フ
ィ
ジ
カ
ル
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
実
現
会
議
」

　

経
済
産
業
省
と
国
土
交
通

省
は
７
月
１
日
︑
２
０
２
６

年
度
第
２
回
﹁
フ
ィ
ジ
カ
ル

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
実
現
会
議
﹂

を
開
催
し
た
︒

　

会
議
で
は
ま
ず
︑
日
本
自

動
車
工
業
会
が
自
動
車
ワ
ー

キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
（
Ｗ
Ｇ
）

の
設
置
に
つ
い
て
提
案
し
︑

承
認
︒
Ｗ
Ｇ
に
は
自
動
車
メ

ー
カ
ー
14
社
が
参
加
︒
今
後

の
自
動
車
物
流
に
お
け
る
課

題
と
し
て
︑
各
社
の
物
流
連

携
を
加
速
さ
せ
社
会
実
装
し

て
い
く
こ
と
で
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ

ー
ン
全
体
で
の
競
争
力
を
向

上
さ
せ
る
ほ
か
︑
他
業
種
と

の
連
携
を
挙
げ
た
上
で
︑
ア

ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
を
今
年
９

月
末
ま
で
に
具
体
化
さ
せ
た

後
︑
２
０
２
８
（
令
和
10
）

年
以
降
︑
完
成
車
物
流
か
ら

自
動
車
業
界
内
の
共
同
物
流

を
順
次
立
ち
上
げ
る
予
定
︒

　

ま
た
︑
同
会
議
で
は
︑
民

間
事
業
者
・
団
体
の
取
り
組

み
紹
介
な
ど
が
行
わ
れ
た
︒

宣
言
企
業
数
が
10
万
社

に
到
達

「
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

構
築
宣
言
」

　

経
済
産
業
省
は
７
月
７
日
︑

﹁
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
構
築

宣
言
﹂（
ロ
ゴ
マ
ー
ク
）
の
宣

言
企
業
数
が
10
万
社
に
到
達

し
た
と
発
表
し
た
︒

　

同
宣
言
は
︑
事
業
者
が
︑

サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
全
体
の

付
加
価
値
向
上

と
大
企
業
と
中

小
企
業
の
共
存

共
栄
を
目
指
し
︑

﹁
発
注
者
﹂
側

の
立
場
か
ら
︑

発
荷
主
に
対
し
て
初
め

て
勧
告
を
実
施

取
適
法
「
特
定
運
送

委
託
」
に
基
づ
き

　

公
正
取
引
委
員
会
は
７
月

10
日
︑
ミ
ネ
ベ
ア
ア
ク
セ
ス

ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ
㈱
（
宮
崎

県
宮
崎
市
）
に
対
し
て
︑
改

正
前
の
下
請
代
金
支
払
遅
延

等
防
止
法
（
下
請
法
）
第
７

条
第
３
項
お
よ
び
改
正
後
の

製
造
委
託
等
に
係
る
中
小
受

託
事
業
者
に
対
す
る
代
金
の

支
払
の
遅
延
等
の
防
止
に
関

す
る
法
律
（
取
適
法
）
第
10

条
第
２
項
の
規
定
に
基
づ
く

勧
告
を
行
っ
た
と
発
表
し
た
︒

代
表
権
の
あ
る
者
の
名
前
で

宣
言
す
る
取
り
組
み
︒﹁
運

輸
業
︑
郵
便
業
﹂
で
は
︑
７

月
15
日
現
在
で
２
９
２
８
社

が
宣
言
を
登
録
し
て
い
る
︒

　

経
産
省
で
は
︑
同
宣
言
は

持
続
的
な
賃
上
げ
︑
適
切
な

価
格
転
嫁
︑
取
引
適
正
化
︑

そ
し
て
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン

全
体
の
付
加
価
値
向
上
を
進

め
る
た
め
の
重
要
な
取
り
組

み
で
あ
る
と
し
て
︑
未
宣
言

企
業
に
対
す
る
参
画
の
呼
び

か
け
を
進
め
る
と
と
も
に
︑

既
に
宣
言
を
公
表
し
て
い
る

企
業
に
対
し
て
は
︑
宣
言
内

容
の
確
実
な
履
行
を
促
し
て

い
く
と
し
て
い
る
︒

　

同
社
は
︑
中
小
受
託
事
業

者
１
名
に
対
し
︑
同
社
が
製

造
を
請
け
負
う
自
動
車
部

品
︑
自
動
二
輪
車
部
品
等
に

つ
い
て
︑
取
引
の
相
手
方
へ
の

輸
送
を
委
託
し
て
い
た
が
︑

令
和
８
年
１
月
~
４
月
に
か

け
て
︑
荷
役
作
業
お
よ
び
附

帯
業
務
に
係
る
費
用
を
負
担

す
る
こ
と
な
く
︑
計
５
４
６

時
間
26
分
の
荷
役
作
業
お
よ

び
附
帯
業
務
を
行
わ
せ
た
と

し
て
い
る
︒

　

同
違
反
行
為
（
不
当
な
経

済
上
の
利
益
の
提
供
要
請
）

は
︑
改
正
後
の
取
適
法
に
お

い
て
規
制
対
象
と
な
っ
た
特

定
運
送
委
託
（
発
荷
主
が
元

請
運
送
事
業
者
に
対
し
て
製

造
︑
販
売
等
の
目
的
物
の
引

渡
し
に
必
要
な
運
送
を
委
託

す
る
取
引
）
に
お
い
て
禁
止

行
為
に
指
定
さ
れ
て
お
り
︑

特
定
運
送
委
託
に
基
づ
く
荷

主
へ
の
勧
告
は
初
と
な
る
︒

　

公
取
委
は
同
社
に
対
し
︑

①
今
後
︑
中
小
受
託
事
業
者

に
対
し
︑
不
当
な
経
済
上
の

利
益
の
提
供
要
請
を
行
わ
な

い
こ
と
等
を
取
締
役
会
の
決

議
に
よ
り
確
認
す
る
こ
と
︑

②
自
社
の
役
員
お
よ
び
発
注

担
当
者
に
対
し
て
取
適
法
の

研
修
を
行
う
な
ど
︑
社
内
体

制
の
整
備
の
た
め
に
必
要
な

措
置
を
講
ず
る
こ
と
︱
︱
な

ど
を
勧
告
し
た
︒
な
お
︑
同

社
は
当
該
中
小
受
託
事
業
者

に
対
し
︑
荷
役
作
業
お
よ
び

附
帯
作
業
に
係
る
費
用
に
相

当
す
る
額
を
支
払
っ
て
い
る
︒

「
価
格
交
渉
講
習

会
」
を
開
催

全
国
各
地
で
１
０
０

回
以
上
実
施
予
定

　

経
済
産
業
省
と
中
小
企
業

庁
で
は
現
在
︑﹁
価
格
交
渉

講
習
会
﹂
の
参
加
者
を
募
集

し
て
い
る
︒

　

同
講
習
会
は
︑
令
和
８
年

７
月
か
ら
９
年
３
月
に
か
け

て
︑
全
国
各
地
で
１
０
０
回

以
上
実
施
予
定
︒
現
役
の
中

小
企
業
診
断
士
等
を
講
師
に

招
き
︑
価
格
交
渉
の
最
新
動

向
や
︑
下
請
法
か
ら
取
適
法

へ
の
委
託
取
引
の
ル
ー
ル
の

変
化
︑
よ
り
よ
い
価
格
交
渉

の
た
め
の
準
備
︑
受
注
者
の

た
め
の
価
格
交
渉
術
な
ど
を

紹
介
す
る
︒参
加
費
は
無
料
︒

　

申
込
方
法
な
ど
の
詳
細
は
︑

﹁
適
正
取
引

支
援
サ
イ
ト
﹂

（
二
次
元
コ
ー

ド
）を
参
照
︒

経 産 省

経 産 省

経 産 省

公 取 委

街で見かけた

　中越通運㈱（中山和映代表取締役社長）では、同社がユニフォームスポンサーを務め
る日本女子プロサッカーリーグ「WEリーグ」のチーム「アルビレックス新潟レディース
（通称：アルビレディース）」仕様のラッピングトラックを製作し、走行させている。
　「新潟を明るくし、未来を紡いでいきたい」という想いから生まれたコラボレーション
企画で、同社の「できっこないを、解決しよう。」というタグラインと、アルビレディースの
選手がパワフルにプレーする姿をイメージしたイラストがあしらわれた車両が、昨年
12月から運行を開始。中山社長は、「（このラッピングトラックが）街を走る姿が、クラブ
と地域の皆様に笑顔や元気を届ける存在となれば幸い」と述べ、同社の想いを体現す
る１台として、地域へエールを届けている。
　アルビレディース所属で、元サッカー日本女子代表の川澄奈穂美選手も、「日常生活
の中でも中越通運さんのトラックを見かけるので、このトラックが走ってくれることで、
多くの皆さんにアルビレディースをアピールしていただけると思うと、本当に嬉しい。中
越通運さんのトラックのように、私たちもたくさん走り回って頑張りたい」とコメントを
寄せた。

WEリーグ所属・アルビレックス新潟レディースと69

中越通運㈱（新潟県新潟市）

「新潟を明るくし、未来を紡ぐ」コラボレーション！

図　他営業所の運転者に対する点呼について

図
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新
和
運
輸
㈱
（
若
尾
章
二

朗
代
表
取
締
役
）
は
︑
工
業

用
オ
イ
ル
や
化
学
品
な
ど
が

積
載
さ
れ
た
外
国
か
ら
の
海

上
コ
ン
テ
ナ
を
︑
主
に
中
部

圏
に
輸
送
し
て
い
る
運
送
会

社
で
あ
る
︒

　

も
と
も
と
輸
送
範
囲
が
中

部
圏
中
心
と
い
う
こ
と
も
あ

り
︑
ド
ラ
イ
バ
ー
が
そ
の
日

の
う
ち
に
帰
宅
し
︑
家
族
と

毎
日
食
卓
を
囲
め
る
体
制
を

取
っ
て
き
て
い
た
︒
一
方
で
︑

特
に
海
上
コ
ン
テ
ナ
輸
送
は

搬
出
・
搬
入
の
遅
れ
に
よ

り
︑
荷
待
ち
時
間
が
長
く
な

る
傾
向
が
あ
る
と
い
う
︒
ま

た
︑
船
舶
の
運
行
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
に
左
右
さ
れ
る
た
め
休

日
が
少
な
く
︑
か
つ
て
は
年

間
休
日
数
が
１
０
０
日
に
満

た
な
い
よ
う
な
状
況
だ
っ
た

と
い
う
︒

　
﹁
物
流
の
２
０
２
４
年
問

題
﹂
が
社
会
問
題
化
す
る
な

か
︑
物
流
を
維
持
し
て
い
く

た
め
に
は
︑
従
業
員
の
労
働

環
境
改
善
に
向
け
た
取
り
組

み
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
不

可
欠
と
判
断
︒
令
和
２
年
度

に
﹁
働
き
や
す
い
職
場
認
証

制
度
﹂
が
創
設
さ
れ
た
こ
と

を
受
け
て
︑
同
社
で
は
創
設

直
後
に
一
つ
星
認
証
を
取
得

し
た
︒

　
﹁
同
認
証
制
度
創
設
以
前

か
ら
︑
労
働
環
境
改
善
へ
の

取
り
組
み
を
進
め
て
き
て
い

ま
し
た
が
︑
認
証
を
取
得
す

る
こ
と
で
自
社
の
現
時
点
の

立
ち
位
置
を
知
り
た
い
と
い

う
思
い
で
︑
申
請
に
踏
み
切

り
ま
し
た
︒
同
認
証
制
度
に

　

そ
れ
で
は
︑
同
社
の
労
働

環
境
改
善
へ
の
取
り
組
み
を
︑

認
証
項
目
に
沿
っ
て
み
て
い

く
︒

◇
労
働
時
間
・
休
日

　

同
社
で
は
︑
愛
知
県
ト
ラ

ッ
ク
協
会
（
青
木
均
会
長
）

が
提
供
し
て
い
る
法
定
12
項

目
に
関
す
る
﹁
ｅ
ラ
ー
ニ
ン

は
︑﹃
法
令
遵
守
等
﹄︑﹃
労

働
時
間
・
休
日
﹄︑﹃
心
身
の

健
康
﹄︑﹃
安
心
・
安
定
﹄︑﹃
多

様
な
人
財
の
確
保
・
育
成
﹄︑

﹃
自
主
性
・
先
進
性
等
﹄
と

い
っ
た
認
証
項
目
が
設
け
ら

れ
て
い
ま
す
が
︑
申
請
を
通

じ
て
当
社
が
ま
だ
で
き
て
い

な
い
こ
と
は
何
か
を
指
摘
し

て
も
ら
い
︑
さ
ら
な
る
改
善

に
繋
げ
た
い
と
考
え
ま
し
た
︒

２
年
度
に
一
つ
星
︑
４
年
度

に
二
つ
星
︑
５
年
度
に
三
つ

星
認
証
を
取
得
し
︑
８
年
度

に
は
三
つ
星
認
証
を
更
新
︒

当
社
の
法
令
の
基
準
以
上
の

取
り
組
み
を
評
価
い
た
だ
い

た
こ
と
も
あ
り
︑
こ
れ
ま
で

ス
ム
ー
ズ
に
認
証
を
取
得
す

る
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
﹂

（
若
尾
社
長
）

グ
﹂
を
活
用
し
て
ド
ラ
イ
バ

ー
へ
の
安
全
教
育
を
行
っ
て
い

る
が
︑﹁
受
講
報
告
書
﹂（
写

真
①
）
に
は
﹁
働
き
や
す
い

職
場
に
す
る
た
め
の
意
見
交

換
﹂
欄
を
設
け
︑
ド
ラ
イ
バ

ー
か
ら
の
意
見
や
要
望
を
把

握
す
る
し
く
み
と
し
て
活
用

し
て
い
る
︒

　

寄
せ
ら
れ
た
意
見
や
要
望

は
︑
若
尾
社
長
も
出
席
す
る

幹
部
会
議
で
対
応
方
針
を
検

討
し
︑
対
応
内
容
を
﹁
回
答

書
﹂（
写
真
②
）
と
し
て
社

内
に
掲
示
し
て
い
る
︒

　

意
見
を
聞
く
だ
け
で
終
わ

ら
せ
ず
︑
会
社
と
し
て
の
対

応
を
見
え
る
形
に
す
る
こ
と

で
︑
現
場
の
声
を
職
場
改
善

に
繋
げ
て
い
る
︒

◇
心
身
の
健
康

　

同
社
で
は
︑
先
々
代
社
長

の
時
代
か
ら
人
間
ド
ッ
ク
受

診
に
力
を
入
れ
て
お
り
︑
基

本
項
目
の
ほ
か
︑
胃
カ
メ
ラ

や
脳
ド
ッ
ク
も
受
け
さ
せ
る

よ
う
に
し
て
い
る
︒
今
後
は

心
臓
疾
患
の
早
期
発
見
に
向

け
て
︑
心
臓
ド
ッ
ク
の
受
診

も
検
討
し
て
い
る
と
い
う
︒

　

ま
た
︑
人
間
ド
ッ
ク
受
診

後
の
２
次
検
査
に
つ
い
て
も

乗
務
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
調
整

し
て
受
診
を
徹
底
さ
せ
る
よ

　
﹁
回
答
書
を
掲
示
し
て
会

社
と
し
て
の
対
応
を
見
え
る

化
し
た
こ
と
で
︑
意
見
を
提

出
す
る
ド
ラ
イ
バ
ー
が
増
え

て
き
て
い
ま
す
︒
業
務
に
対

す
る
提
案
や
改
善
に
つ
い
て

意
見
を
吸
い
上
げ
る
し
く
み

と
︑
改
善
に
向
け
て
取
り
組

む
体
制
を
整
備
し
た
こ
と

で
︑
従
業
員
目
線
の
労
働
環

境
の
改
善
に
繋
が
っ
て
い
ま

う
に
し
て
い
る
︒

　

さ
ら
に
︑
令
和
３
年
か
ら

は
﹁
健
康
経
営
優
良
法
人
﹂

認
定
を
取
得
し
て
お
り
︑
ド

ラ
イ
バ
ー
の
健
康
に
対
す
る

意
識
も
高
ま
っ
て
い
る
︒

　

若
尾
社
長
に
三
つ
星
事
業

者
に
な
っ
て
か
ら
の
変
化
に
つ

い
て
尋
ね
る
と
︑﹁
三
つ
星
は

対
面
審
査
な
ど
も
あ
っ
て
ハ

ー
ド
ル
が
高
い
と
考
え
ら
れ

て
い
る
方
が
多
く
︑
ド
ラ
イ

バ
ー
が
積
込
先
に
行
く
と
︑

他
社
の
ド
ラ
イ
バ
ー
か
ら
声

を
か
け
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る

と
い
い
︑
ド
ラ
イ
バ
ー
の
モ

チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ア
ッ
プ
に
も
繋

が
っ
て
い
ま
す
﹂
と
語
る
︒

　

最
後
に
︑
三
つ
星
事
業
者

と
し
て
目
指
す
べ
き
今
後
の

方
向
性
に
つ
い
て
︑
若
尾
社

長
に
伺
っ
た
︒

す
﹂（
清
水
俊

行
輸
送
部
部
長
）

　

先
述
の
通

り
︑
か
つ
て
同

社
で
は
年
間
休

日
数
が
１
０
０

日
に
満
た
ず
︑

ド
ラ
イ
バ
ー
か

ら
﹁
休
日
を
増

や
し
て
ほ
し

い
﹂
と
の
要
望

が
寄
せ
ら
れ
た

こ
と
か
ら
︑
同

社
で
は
自
社
で

で
き
る
こ
と
︑

荷
主
に
求
め
る
こ
と
を
整
理

し
︑そ
れ
ぞ
れ
改
善
を
実
施
︒

現
在
で
は
︑
完
全
週
休
２
日

制
（
土
曜
・
日
曜
）
を
導
入

し
て
い
る
ほ
か
︑
祝
日
も
休

日
と
し
た
こ
と
で
︑
休
日
数

は
年
間
１
２
０
日
以
上
に
増

え
た
︒

　
﹁
ド
ラ
イ
バ
ー
自
身
の
人

生
を
豊
か
に
す
る
た
め
に
は
︑

仕
事
に
追
わ
れ
る
だ
け
で
は

な
く
︑
休
日
数
を
多
く
し
て

自
分
の
時
間
を
楽
し
む
こ
と

も
大
切
だ
と
考
え
︑
休
日
数

の
拡
大
に
踏
み
切
り
ま
し

た
︒
結
果
と
し
て
︑
会
社
全

体
の
生
産
性
も
向
上
し
て
い

ま
す
﹂（
若
尾
社
長
）

　

休
日
数
の
増
加
に
よ
っ
て

労
働
時
間
が
減
少
し
︑
結
果

と
し
て
手
取
り
額
が
減
っ
て

し
ま
う
よ
う
で
は
︑
多
く
の

ド
ラ
イ
バ
ー
が
安
心
し
て
仕

事
を
続
け
る
こ
と
が
で
き
な

く
な
っ
て
し
ま
う
︒
そ
こ
で
︑

適
正
運
賃
収
受
を
図
る
た
め

に
取
引
先
と
の
運
賃
交
渉
に

積
極
的
に
取
り
組
み
︑
運
賃

引
き
上
げ
分
を
ド
ラ
イ
バ
ー

の
給
与
に
還
元
し
て
き
た
︒

ま
た
︑
生
産
性
が
向
上
し
た

こ
と
で
業
績
が
回
復
し
︑
賞

与
と
し
て
も
ド
ラ
イ
バ
ー
へ

還
元
し
て
い
る
︒

　
﹁
危
険
物
や
重
量
物
な
ど

を
輸
送
す
る
当
社
の
ド
ラ
イ

バ
ー
の
仕
事
は
過
酷
で
あ
り
︑

ド
ラ
イ
バ
ー
の
頑
張
り
に
報

い
る
た
め
に
︑
給
与
水
準
を

高
く
保
つ
よ
う
に
し
て
い
ま

す
︒
そ
れ
を
実
現
し
続
け
る

た
め
に
は
︑
取
引
先
と
の
交

渉
は
欠
か
せ
な
い
と
考
え
て

い
ま
す
﹂（
同
）

　
﹁
当
社
で
は
ド
ラ
イ
バ
ー
に

対
し
て
︑
プ
ロ
ド
ラ
イ
バ
ー

と
し
て
︑
食
事
︑
睡
眠
︑
喫

煙
・
飲
酒
な
ど
︑
自
分
の
体

の
こ
と
を
考
え
て
日
々
生
活

を
送
る
よ
う
指
導
を
行
っ
て

い
ま
す
︒
三
つ
星
認
証
取
得

を
機
に
︑
ド
ラ
イ
バ
ー
の
プ

ロ
意
識
が
一
層
高
ま
っ
て
い
る

よ
う
に
感
じ
て
い
ま
す
﹂（
清

水
部
長
）

　
﹁
ド
ラ
イ
バ
ー
が
仕
事
を

続
け
て
い
く
上
で
︑﹃
給
料
﹄

﹃
休
日
﹄﹃
健
康
﹄
の
ど
れ

か
１
つ
で
も
欠
け
る
と
︑
仕

事
に
対
す
る
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

が
大
き
く
低
下
し
て
し
ま
い

ま
す
︒
逆
に
︑
こ
れ
ら
３
つ

が
い
ず
れ
も
充
足
し
て
い
れ

ば
︑
ド
ラ
イ
バ
ー
と
し
て
の

働
き
が
い
が
生
ま
れ
︑
ド
ラ

イ
バ
ー
を
目
指
す
若
者
も
増

え
て
︑
ド
ラ
イ
バ
ー
不
足
の

解
消
に
繋
げ
る
こ
と
が
で
き

る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て

い
ま
す
︒
同
認
証
は
︑﹃
ト
ラ

ッ
ク
運
送
業
界
が
健
全
で
あ

る
た
め
の
認
証
で
あ
る
﹄
と

捉
え
て
お
り
︑
三
つ
星
を
取

得
す
る
運
送
事
業
者
が
増
え

る
こ
と
で
運
送
業
界
の
質
の

向
上
に
も
繋
が
る
も
の
と
期

待
し
て
い
ま
す
︒
当
社
と
し

て
は
︑﹃
給
料
﹄﹃
休
日
﹄﹃
健

康
﹄
の
バ
ラ
ン
ス
を
保
ち
な

が
ら
︑
そ
れ
ぞ
れ
を
高
水
準

で
従
業
員
に
提
供
で
き
る
会

社
で
あ
り
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
︒﹃
三
つ
星
認
証
を
取

得
し
続
け
る
こ
と
こ
そ
が
︑

当
社
の
目
指
す
運
送
会
社
像

の
指
針
と
な
る
﹄
と
心
に
決

め
︑
今
後
も
職
場
環
境
改
善

へ
の
取
り
組
み
と
三
つ
星
認

証
の
維
持
に
努
め
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
﹂（
同
）

新和運輸㈱
［代表取締役　若尾　章二朗］

本　　社　愛知県弥富市東末広九丁目18番地2
創　　業　昭和31年1月
設　　立　昭和41年6月
資  本  金　1,000万円
従業員数　48人（うちドライバー33人）
車  両  数　33台

　

職
場
環
境
改
善
に
向
け
た
ト
ラ
ッ
ク

運
送
事
業
者
等
の
取
り
組
み
を
﹁
見
え

る
化
﹂
す
る
こ
と
で
︑
ド
ラ
イ
バ
ー
等

の
確
保
を
後
押
し
す
る
こ
と
を
目
的
に
︑

﹁
働
き
や
す
い
職
場
認
証
制
度
（
正
式

名
称
:
運
転
者
職
場
環
境
良
好
度
認

証
制
度
）﹂
が
創
設
さ
れ
ま
し
た
︒
同

制
度
で
は
︑
法
令
遵
守
の
み
な
ら
ず
︑

法
令
の
基
準
を
上
回
る
労
働
条
件
や
労

働
環
境
改
善
に
向
け
た
取
り
組
み
を
十

分
に
実
施
し
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
事

業
者
を
国
土
交
通
省
が
﹁
三
つ
星
﹂
事

業
者
と
し
て
認
証
し
て
い
ま
す
︒

　
﹃
広
報
と
ら
っ
く
﹄
で
は
︑
三
つ
星
事

業
者
を
訪
問
し
︑
各
事
業
者
に
お
け
る

職
場
環
境
改
善
へ
の
取
り
組
み
や
認
定

取
得
に
よ
る
メ
リ
ッ
ト
な
ど
を
紹
介
し

て
い
ま
す
︒
今
回
は
︑
愛
知
県
弥
富
市

の
新
和
運
輸
㈱
で
す
︒

第
４
回　

新
和
運
輸
株
式
会
社
（
愛
知
県
弥
富
市
）

「
三
つ
星
」
認
証
を
経
営
の
指
針
に

「
三
つ
星
」
認
証
を
経
営
の
指
針
に

「
選
ば
れ
る
事
業
者
」
と
し
て
の
取
り
組
み
を
加
速

「
選
ば
れ
る
事
業
者
」
と
し
て
の
取
り
組
み
を
加
速

ド
ラ
イ
バ
ー
の
声
を
吸
い
上
げ
る
し
く
み
を
構
築

ド
ラ
イ
バ
ー
の
声
を
吸
い
上
げ
る
し
く
み
を
構
築

積
極
的
に
労
働
環
境
改
善
に
活
か
し
て
い
く

積
極
的
に
労
働
環
境
改
善
に
活
か
し
て
い
く

「
プ
ロ
ド
ラ
イ
バ
ー
」
と
し
て

「
プ
ロ
ド
ラ
イ
バ
ー
」
と
し
て

健
康
意
識
向
上
に
も
注
力
す
る

健
康
意
識
向
上
に
も
注
力
す
る

取
引
先
か
ら
の
信
頼
の
証
「
三
つ
星
」
認
証

取
引
先
か
ら
の
信
頼
の
証
「
三
つ
星
」
認
証

「
給
料
・
休
日
・
健
康
」
の
さ
ら
な
る
充
実
を
図
る

「
給
料
・
休
日
・
健
康
」
の
さ
ら
な
る
充
実
を
図
る

同
社
本
社
営
業
所
の
玄
関
に
貼
付
し
て
い
る

「
三
つ
星
」
を
示
す
ス
テ
ッ
カ
ー
と
若
尾
社
長

「
給
料
・
休
日
・
健
康
」
の
さ
ら
な
る
充
実
を
図

る
こ
と
で
ド
ラ
イ
バ
ー
の
働
き
が
い
向
上
に
繋

げ
よ
う
と
し
て
い
る

２
次
検
査
該
当
者
に
対
し
て
は
、
面

談
な
ど
を
通
じ
て
受
診
を
徹
底
し
て

い
る

ド
ラ
イ
バ
ー
か
ら
の
要
望
を
把
握
す
る
た
め
の
し
く
み
と
し
て
活
用
し
て
い

る
、「
受
講
報
告
書
」（
①
）
と
「
回
答
書
」（
②
）

若尾　章二朗
代表取締役

清水　俊行
輸送部部長ドライバーから寄せられた要望は、若尾社長も出席して開催される幹部会議で採否

を検討。検討結果などは回答書を作成して、社内で掲示している

「働きやすい職場にするための意見交換」欄
（矢印）を設け、ドライバーからの意見や要
望を把握するしくみとして活用している

ド
ラ
イ
バ
ー
の
声
を
活
か
し
職
場
改
善
を
推
進
　
健
康
・
休
日
・
給
料
の
充
実
で
働
き
や
す
さ
を
追
求

目
指
す
運
送
会
社
像
の
指
針
と
し
て
「
三
つ
星
」
認
証
を
取
得

「
働
き
や
す
い
職
場
認
証
制
度
」

「
三
つ
星
」
事
業
者
の
取
り
組
み

ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル

ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
官
公
庁
ニ
ュ
ー
ス
等
）

（
官
公
庁
ニ
ュ
ー
ス
等
）

 

10
月
か
ら
９
か
月
間
中
型

車
以
上
の
料
金
据
え
置
き

首
都
高
速
道
路
の
料
金
改
定

に
関
す
る
特
別
措
置
案
公
表

７
月
24
日
ま
で
パ
ブ
コ
メ

　

首
都
高
速
道
路
㈱
で
は
現

在
︑﹁
道
路
運
送
事
業
（
中

型
車
以
上
）
に
お
け
る
価
格

転
嫁
に
向
け
た
環
境
整
備
に

伴
う
当
面
の
特
別
措
置
案
﹂

（
図
）
を
公
表
し
︑
同
案
に

関
す
る
意
見
募
集
を
行
っ
て

い
る
︒

　

同
社
で
は
︑
令
和
７
年
12

月
に
﹁
首
都
高
速
道
路
の
料

金
改
定
（
案
）﹂
を
公
表
し
︑

今
年
10
月
の
改
定
に
向
け
て

手
続
き
を
進
め
て
い
る
︒
し

か
し
な
が
ら
︑
７
年
12
月
に

実
施
し
た
意
見
募
集
に
お
い

て
︑今
回
の
料
金
改
定
（
案
）

と
︑
国
が
貨
物
自
動
車
運
送

事
業
法
の
改
正
等
を
実
施

し
︑
顧
客
へ
の
価
格
転
嫁
に

向
け
た
環
境
整
備
を
進
め
る

こ
と
と
の
関
係
に
つ
い
て
の
意

見
が
寄
せ
ら
れ
た
︒

　

今
回
発
表
さ
れ
た
特
別
措

置
案
で
は
︑
中
型
車
以
上
を

対
象
と
し
︑
顧
客
へ
の
価
格

転
嫁
の
環
境
整
備
が
よ
り
進

む
と
想
定
さ
れ
る
時
期
（
令

和
９
年
６
月
）
ま
で
料
金
を

据
え
置
く
（
表
１
）
一
方
︑

中
型
車
以
上
を
対
象
に
︑
環

境
整
備
が
な
さ
れ
た
後
年
度

（
令
和
12
年
度
）
の
大
口
・

多
頻
度
割
引
を
見
直
す
︒
ま

た
︑
料
金
改
定
と
併
せ
て
︑

令
和
13
年
３
月
末
ま
で
の
間

継
続
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い

る
大
口
・
多
頻
度
割
引
の
割

引
率
拡
充
（
最
大
割
引
率
45

％
）
に
つ
い
て
︑
中
型
車
以

上
を
対
象
に
︑
令
和
12
年
７

月
~
令
和
13
年
３
月
末
ま
で

の
９
か
月
間
拡
充
を
縮
小

し
︑
最
大
割
引
率
を
25
％
と

す
る
（
表
２
）︒

　

同
社
で
は
︑
同
案
に
つ
い

て
意
見
募
集
を
実
施
す
る
︒

意
見
募
集
期
間
は
︑
７
月
24

日
㈮
17
時
ま
で
︒
意
見
募
集

に
関
す
る
詳

細
は
︑
同
社

ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（
二
次
元

コ
ー
ド
）
を
参
照
︒

図　道路運送事業（中型車以上）における価格転嫁に向けた環境整備に伴う当面の特別措置（案）について
（13）（12）（9）（令和 8）

表 1表 2
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写
真
で
見
る
「
ド
ラ
イ
バ
ー
研
修
」
そ
の
１

　

全
ト
協
が
実
施
し
て
い
る

﹁
ド
ラ
イ
バ
ー
等
安
全
教
育

訓
練
促
進
助

成
制
度
﹂（
二

次
元
コ
ー
ド
）

は
︑
都
道
府

県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
の
会
員
事

業
者
が
︑
全
ト
協
が
指
定
す

る
研
修
施
設
に
自
社
の
ト
ラ

ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
ま
た
は
安

全
運
転
管
理
者
な
ど
を
派
遣

し
︑
所
定
の
研
修
を
受
講
さ

せ
た
場
合
に
︑
そ
の
費
用
の

全
額
ま
た
は
一
部
に
つ
い
て

助
成
を
行
う
も
の
で
あ
る
︒

　

助
成
対
象
と
な
る
研
修

は
︑
２
泊
３
日
で
実
施
す
る

﹁
特
別
研
修
﹂
と
︑
１
泊
２

日
で
実
施
す
る﹁
一
般
研
修
﹂

の
２
種
類
が
あ
り
︑
そ
れ
ぞ

れ
特
定
研
修
施
設
（
全
国
２

か
所
）︑指
定
研
修
施
設
（
全

国
23
か
所
）
で
受
講
す
る
こ

と
が
で
き
る
︒
な
お
︑
研
修

の
日
程
や
内
容
に
つ
い
て
は

各
研
修
施
設
に
よ
っ
て
異
な

る
た
め
︑
受
講
申
し
込
み
の

際
は
事
前
の
確
認
が
必
要
で

あ
る
︒

　

今
回
は
︑
指
定
研
修
施
設

の
１
つ
で
あ
る
︑
自
動
車
安

全
運
転
セ
ン
タ
ー
が
運
営
す

る﹁
安
全
運
転
中
央
研
修
所
﹂

で
実
施
し
て
い
る
特
別
研
修

﹁
ド
ラ
イ
バ
ー
研
修
（
３
日

間
）﹂
に
密
着
取
材
し
︑
研

修
の
特
徴
を
紹
介
す
る
︒

　

同
研
修
所
で
は
今
年
度
︑

３
日
間
の
特
別
研
修
を
︑
今

回
紹
介
す
る
研
修
を
含
め
全

９
回
（
う
ち
大
型
５
回
︑
中

型
２
回
︑
準
中
型
２
回
）
実

施
す
る
予
定
︒
定
員
は
︑
大

型
と
中
型
は
30
人
︑
準
中
型

は
33
人
で
︑
同
制
度
を
利
用

泊
施
設
が
備
え
ら
れ
て
お

り
︑
遠
方
か
ら
の
受
講
生
に

危
険
を
知
っ
て
安
全
を
磨
く　

運
転
技
能
と
安
全
意
識
を
高
め
る
実
践
的
な
研
修

危
険
を
知
っ
て
安
全
を
磨
く　

運
転
技
能
と
安
全
意
識
を
高
め
る
実
践
的
な
研
修

「
こ
こ
だ
け
に
し
か
で
き
な
い
経
験
」
を
通
じ
て　

プ
ロ
ド
ラ
イ
バ
ー
と
し
て
の
レ
ベ
ル
を
高
め
る

「
こ
こ
だ
け
に
し
か
で
き
な
い
経
験
」
を
通
じ
て　

プ
ロ
ド
ラ
イ
バ
ー
と
し
て
の
レ
ベ
ル
を
高
め
る

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
で
は
︑
令
和
８

年
度
も
︑
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者
の
健
全

な
発
展
に
資
す
る
各
種
助
成
事
業
を
実
施

し
て
い
ま
す
︒
本
特
集
で
は
︑
全
ト
協
に

よ
る
助
成
制
度
を
活
用
し
た
事
例
な
ど

を
紹
介
し
ま
す
︒

　

今
回
は
︑
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
や
安

全
運
転
管
理
者
な
ど
に
対
す
る
安
全
教
育

訓
練
の
受
講
促
進
を
図
る
た
め
に
実
施
し

て
い
る
﹁
ド
ラ
イ
バ
ー
等
安
全
教
育
訓
練

促
進
助
成
制
度
﹂
を
利
用
し
て
受
講
す
る

こ
と
の
で
き
る
︑
自
動
車
安
全
運
転
セ
ン

タ
ー
安
全
運
転
中
央
研
修
所
（
茨
城
県
ひ

た
ち
な
か
市
）
で
実
施
し
て
い
る
︑﹁
ド

ラ
イ
バ
ー
研
修
（
３
日
間
）﹂
に
つ
い
て
紹

介
し
ま
す
︒

と
っ
て
も
受
講
し
や
す
い
環

境
と
な
っ
て
い
る
︒
な
お
︑

　

本
紙
で
は
︑
６
月
10
日
㈬

~
12
日
㈮
に
安
全
運
転
中
央

研
修
所
で
行
わ
れ
た
特
別
研

修
﹁
ド
ラ
イ
バ
ー
研
修
（
３

日
間
・
大
型
）﹂
に
同
行
取

材
し
た
︒
こ
こ
か
ら
は
︑
実

際
の
同
研
修
の
様
子
に
つ
い

て
紹
介
す
る
︒
３
日
間
の
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
７
面
・
表
２
の

通
り
で
あ
る
︒

　

今
回
︑
同
研
修
に
参
加
し

た
の
は
30
人
で
︑
受
講
生
の

中
に
は
鹿
児
島
県
や
愛
媛
県

な
ど
遠
方
か
ら
の
参
加
者
も

い
た
︒
安
全
運
転
中
央
研
修

所
に
は
２
７
０
室
を
誇
る
宿

近藤　敏幸
研修部実技教官

し
て
受
講
す
る
際
に
は
︑
所

属
す
る
都
道
府
県
ト
協
に
確

認
し
た
上
で
︑
申
し
込
み
を

行
う
必
要
が
あ
る
︒

　

特
別
研
修
の
場
合
︑
同
制

度
を
利
用
す
る
と
︑
受
講
料

の
７
割
が
全
ト
協
か
ら
都
道

府
県
ト
協
を
通
じ
て
助
成
さ

れ
る
（
安
全
性
優
良
事
業
所

︹
Ｇ
マ
ー
ク
︺
認
定
事
業
所

の
場
合
は
全
額
助
成
）︒
安

全
運
転
中
央
研
修
所
で
実
施

す
る
特
別
研
修
の
受
講
料

と
︑
同
制
度
を
利
用
し
た
場

合
の
助
成
額
は
表
１
の
通
り

で
︑
会
員
事
業
者
の
安
全
教

育
に
か
か
る
費
用
負
担
が
大

幅
に
軽
減
さ
れ
る
︒

泊
施
設
に
宿
泊
し
な
が
ら
研

修
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
︒

　

初
日
（
６
月
10
日
）
は
13

時
か
ら
入
所
式
と
オ
リ
エ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
（
写
真
1
）
が

あ
り
︑
同
研
修
の
主
任
教
官

で
あ
る
近
藤
敏
幸
研
修
部
実

技
教
官
が
３
日
間
の
研
修
の

流
れ
に
つ
い
て
説
明
︒
近
藤

教
官
は
︑
安
全
運
転
中
央
研

修
所
で
勤
務
す
る
以
前
は
運

送
会
社
に
勤
務
し
︑
25
年
ほ

ど
長
距
離
ド
ラ
イ
バ
ー
と
し

て
働
き
︑
そ
の
後
20
年
ほ
ど

安
全
管
理
の
仕
事
に
就
い
て

い
た
と
い
う
︒
教
官
と
し
て

だ
け
で
は
な
く
︑﹁
ト
ラ
ッ
ク

ド
ラ
イ
バ
ー
の
先
輩
﹂
と
し

て
の
視
点
で
長
年
の
経
験
に

裏
打
ち
さ
れ
た
説
得
力
の
あ

る
助
言
を
積
極
的
に
行
っ
て

い
た
︒

　

続
い
て
︑
理
論
教
官
に
よ

る
交
通
心
理
学
の
研
修
が
行

わ
れ
た
︒
同
研
修
で
は
︑
運

転
時
の
周
辺
環
境
の
変
化
の

見
落
と
し
に
よ
る
事
故
を
取

り
上
げ
た
上
で
︑
そ
の
原
因

と
防
止
策
に
つ
い
て
︑
テ
ス

ト
や
ク
イ
ズ
な
ど
を
取
り
入

れ
た
り
︑
ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー

ダ
ー
の
映
像
な
ど
も
活
用
し

て
受
講
生
の
理
解
を
深
め
な

が
ら
︑
見
落
と
し
を
防
ぐ
た

め
の
対
策
を
提
示
し
た
︒

　

15
時
20
分
か
ら
は
︑
日
常

点
検
の
研
修
（
写
真
2
）
を

実
施
し
た
︒
受
講
生
が
３
人

１
組
に
分
か
れ
︑
点
検
ハ
ン

マ
ー
を
使
用
し
て
の
ボ
ル
ト

の
緩
み
や
空
気
圧
の
点
検
の

仕
方
な
ど
日
常
点
検
の
進
め

方
に
つ
い
て
再
確
認
︒ま
た
︑

タ
イ
ヤ
の
空
気
圧
を
適
正
な

状
態
に
し
て
あ
る
乗
用
車
と

４
割
ほ
ど
空
気
が
抜
け
て
い

る
乗
用
車
で
︑
空
気
圧
の
違

い
に
よ
る
走
行
特
性
を
確

認
︒
近
藤
教
官
は
最
後
に
︑

﹁
日
常
点
検
は
︑
車
両
ト
ラ

ブ
ル
に
よ
り
重
大
事
故
を
起

こ
さ
な
い
た
め
に
行
う
も
の

で
す
︒
確
実
に
日
常
点
検
を

行
う
こ
と
は
プ
ロ
ド
ラ
イ
バ

ー
に
課
せ
ら
れ
た
責
任
で
あ

り
︑
五
感
を
活
か
し
な
が
ら

点
検
を
行
い
︑
不
具
合
を
見

極
め
る
こ
と
が
重
要
で
す
﹂

と
︑
日
常
点
検
の
も
つ
意
味

を
説
明
し
た
︒

　

続
い
て
の
基
本
走
行
の
研

修
（
写
真
3
）
で
は
︑
濡
れ

た
路
面
上
に
６
本
の
パ
イ
ロ

ン
を
配
置
し
︑
ス
ラ
ロ
ー
ム

走
行
を
体
験
︒
ス
ラ
ロ
ー
ム

走
行
中
に
ド
ラ
イ
バ
ー
の
体

が
大
き
く
振
ら
れ
る
こ
と
で

運
転
姿
勢
が
乱
れ
︑
車
両
の

安
全
運
転
中
央
研
修
所
で

は
︑
研
修
期
間
中
は
全
員
宿

自
動
車
安
全
運
転
セ
ン
タ
ー
安
全
運
転
中
央
研
修
所
（
茨
城
県
ひ
た
ち
な
か
市
）「
ド
ラ
イ
バ
ー
研
修
（
３
日
間
）」
密
着
リ
ポ
ー
ト

全
国
全
国
2525
か
所
の
研
修
施
設
で
受
講
が
可
能

か
所
の
研
修
施
設
で
受
講
が
可
能

密
度
の
高
い
２
泊
３
日
の
「
特
別
研
修
」

密
度
の
高
い
２
泊
３
日
の
「
特
別
研
修
」

事
故
の
危
険
を
防
ぐ「
正
し
い
運
転
姿
勢
」

事
故
の
危
険
を
防
ぐ「
正
し
い
運
転
姿
勢
」

夜
間
走
行
時
の
危
険
を
実
際
に
体
験

夜
間
走
行
時
の
危
険
を
実
際
に
体
験

表 1　　自動車安全運転センター安全運転中央研修所「ドライバー研修」（3日間）受講料と
　　　　　　　　　　　　　　　同制度助成額・助成利用時の事業者負担額� （単位：円）

研修受講料

Gマーク認定事業所 Gマーク認定事業所以外の会員事業者

全ト協助成額
（全額助成）

助成利用時の
事業者負担額

全ト協助成額
（受講料の7割を助成）

助成利用時の
事業者負担額

大型・中型※１ 89,100 ※２ 89,100 0 62,400 26,700

準中型※１ 71,800 ※２ 71,800 0 50,300 21,500

※１　「中型」は中型 8t 限定免許不可、「準中型」は準中型 5t 限定免許不可です。
　　　（大型車は 11トン車、中型は 4トン・6トン車、準中型は 2トン車、いずれもMT車を使用）
※２　�自動車安全運転センターのみ、食事は現地払いとなります。受講料納入にあたっては、目安の食事代（4,400 円）を差し引いた金額をお支払いください。なお、目安の金

額を上回る食事代については、自己負担となりますのでご注意ください。
（例）大型・中型研修を受講する場合：安全運転中央研修所に 84,700 円を納入し、差額の 4,400 円を現地食事代として使用してください。

助成金申請の際は、食事代領収書も必要となりますので、必ずお控えいただきますようご注意ください。

３日間の研修では、多種多様なコースを用いての様々な実技研修を通じ、実際の道路環境で
発生する危険が体験できた

「蒸発現象」により、横断歩道を通行する歩行者（矢印）の姿が確認できなくなった

入所式とオリエンテーションで、３日間の研修の流れについて説明

受講生が３人１組となり、点検の進め方について学んだ「日常点検」

「基本走行」では、路面上のパイロンを避けながらスラローム走行を行った

「夜間研修」では、暗闇に潜む障害物を回避しながら時速60㌔㍍で運転した

「ブレーキング訓練」では、時速60㌔㍍走行から下り坂でのフルブレーキ体験を行った

1

2

3

4

6

5

〜全ト協助成制度活用事例特集〜〜全ト協助成制度活用事例特集〜
②ドライバー等安全教育訓練促進助成制度
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最
後
の
実
技
︑
ス
キ
ッ
ド

走
行
（
写
真
�
�
）
で
は
︑

Ａ
Ｂ
Ｓ
（
ア
ン
チ
ロ
ッ
ク
ブ

レ
ー
キ
シ
ス
テ
ム
）
の
効
果

と
限
界
を
２
つ
の
コ
ー
ス
で

体
験
し
た
︒

　

Ａ
コ
ー
ス

で
は
︑
時
速

40
㌔
㍍
か
ら

左
右
摩
擦
係

数
が
違
う
路

面
（
右
の
タ

イ
ヤ
は
濡
れ

た
ア
ス
フ
ァ

ル
ト
路
面
︑

左
の
タ
イ
ヤ

は
濡
れ
た
タ

イ
ル
路
面
）

で
急
ブ
レ
ー

キ
を
踏
ん
だ

場
合
の
車
両

の
挙
動
を
確

か
め
る
︒
Ｂ

コ
ー
ス
で

は
︑
全
て
の

タ
イ
ヤ
で
濡

れ
た
タ
イ
ル

路
面
を
時
速

30
㌔
㍍
で
走

行
す
る
︒
ト

ラ
ッ
ク
の
前

方
に
は
障
害

物
に
見
立
て

た
パ
イ
ロ
ン

が
置
か
れ
て

お
り
︑
ブ
レ

ー
キ
を
か
け

な
が
ら
パ
イ

ロ
ン
に
当
た

ら
な
い
よ
う

に
ハ
ン
ド
ル

操
作
で
右
に

避
け
る
︒
そ

れ
ぞ
れ
の
ト

ラ
ッ
ク
に
は

Ａ
Ｂ
Ｓ
が
搭

載
さ
れ
て
お

り
︑
濡
れ
た
タ
イ
ル
路
面
を

走
行
す
る
ト
ラ
ッ
ク
は
Ａ
Ｂ

Ｓ
が
作
動
す
る
こ
と
で
︑
急

ブ
レ
ー
キ
を
か
け
た
際
に
も

タ
イ
ヤ
が
ロ
ッ
ク
せ
ず
︑
ハ
ン

ド
ル
操
作
に
よ
っ
て
障
害
物

の
回
避
が
可
能
と
な
る
︒

　

さ
ら
に
︑﹁
実
際
の
道
路

に
は
︑
パ
イ
ロ
ン
で
は
な
く
︑

本
物
の
歩
行
者
が
い
る
﹂
と

い
う
こ
と
か
ら
︑
教
官
が
ト

ラ
ッ
ク
の
前
に
飛
び
出
す
状

況
で
受
講
生
は
Ａ
Ｂ
Ｓ
ブ
レ

ー
キ
を
か
け
︑
飛
び
出
し
た

教
官
を
ブ
レ
ー
キ
だ
け
で
回

避
で
き
な
い
時
は
︑
ハ
ン
ド

ル
操
作
で
回
避
す
る
体
験
を

し
た
︒

　

ス
キ
ッ
ド
走
行
で
の
研
修

を
終
え
︑
近
藤
教
官
は
﹁
公

共
の
財
産
で
あ
る
道
路
を
走

行
す
る
上
で
︑
大
切
な
の
は

荷
物
よ
り
も
人
の
命
で
す
︒

今
回
の
研
修
を
通
じ
て
車
両

の
も
つ
特
性
を
し
っ
か
り
と

理
解
し
た
上
で
︑
事
故
を
防

ぐ
こ
と
が
極
め
て
重
要
で
す
︒

こ
れ
が
で
き
な
け
れ
ば
︑
人

の
命
も
荷
物
も
守
る
こ
と
が

で
き
ず
︑
プ
ロ
ド
ラ
イ
バ
ー

と
し
て
の
責
務
を
果
た
す
こ

と
も
で
き
ま
せ
ん
﹂
と
︑
受

講
生
た
ち
に
対
し
て
強
く
訴

え
た
︒

　

最
後
の
研
修
が
終
わ
る

と
︑
評
価
（
エ
バ
リ
ュ
エ
ー
シ

ョ
ン
）と
修
了
式（
写
真
�
）

が
行
わ
れ
︑
近
藤
教
官
か
ら

の
訓
示
（
ハ
ン
ド
ル
を
握
る

こ
と
は
︑人
生
を
握
る
こ
と
）

の
後
に
︑
受
講
生
に
修
了
証

が
授
与
さ
れ
た
︒

周
囲
に
死
角
が
発
生
し
︑
結

果
的
に
事
故
に
繋
が
っ
て
し

ま
う
こ
と
を
紹
介
︒
そ
の
上

で
︑﹁
ス
ラ
ロ
ー
ム
走
行
時
で

も
体
が
揺
れ
な
い
よ
う
に
す

る
た
め
に
は
︑
正
し
い
運
転

姿
勢
を
と
る
こ
と
が
重
要
︒

正
し
い
運
転
姿
勢
を
と
る
こ

と
で
︑
視
界
が
広
く
な
り
︑

運
転
に
よ
る
疲
労
も
軽
減
さ

れ
ま
す
﹂
と
︑
近
藤
教
官
は

語
っ
た
︒

　

夕
食
を
挟
み
︑
18
時
半
か

ら
は
夜
間
研
修
（
写
真
4
）

を
実
施
し
︑
大
事
故
に
繋
が

り
や
す
い
夜
間
走
行
の
危
険

性
に
つ
い
て
体
験
︒
ま
ず
︑

路
上
に
配
置
さ
れ
た
７
色
の

パ
イ
ロ
ン
で
︑
昼
間
と
夜
間

の
視
認
性
の
違
い
を
確
認
︒

ま
た
︑
走
行
中
に
自
車
の
ラ

イ
ト
と
対
向
車
の
ラ
イ
ト
が

重
な
り
合
う
こ
と
で
︑
周
囲

の
物
体
が
一
時
的
に
見
え
な

く
な
る
﹁
蒸
発
現
象
（
写
真

5
）﹂
や
︑
対
向
車
の
ヘ
ッ
ド

ラ
イ
ト
を
直
視
し
た
際
に
数

秒
間
︑
視
認
性
が
低
下
す
る

﹁
眩
惑
現
象
﹂
な
ど
を
体
験

し
た
ほ
か
︑
ヘ
ッ
ド
ラ
イ
ト

が
当
た
っ
て
い
な
い
場
所
の

見
え
方
に
つ
い
て
も
確
認
︒

そ
の
上
で
︑
受
講
生
た
ち
に

街
灯
の
な
い
周
回
路
を
法
定

時
速
60
㌔
㍍
で
運
転
し
て
も

ら
い
︑
路
上
に
設
置
し
た
タ

イ
ヤ
や
ハ
イ
ビ
ー
ム
の
ま
ま

か
な
ど
︑
夜
間
走
行
の
際
の

注
意
点
に
つ
い
て
理
解
を
深

め
た
︒

　

２
日
目（
６
月
11
日
）は
︑

ま
ず
車
両
特
性
に
関
す
る
理

論
研
修
を
実
施
し
た
︒
特
に
︑

ト
ラ
ッ
ク
に
よ
る
事
故
の
３

割
を
占
め
る
追
突
事
故
を
防

ぐ
た
め
に
は
前
車
と
の
車
間

距
離
を
保
つ
必
要
が
あ
る
と

し
て
︑
法
定
速
度
の
時
速
60

㌔
㍍
で
走
行
す
る
際
は
前
車

が
前
方
の
目
印
を
通
過
し
て

か
ら
︑ゆ
っ
く
り
と
﹁
01
（
ゼ

ロ
イ
チ
）︑
02
（
ゼ
ロ
ニ
）
︙

︙
﹂
と
カ
ウ
ン
ト
し
︑
前
車

と
の
車
間
距
離
を
２
~
３
秒

開
け
て
走
行
す
る
こ
と
で
︑

追
突
事
故
を
未
然
に
防
げ
る

と
説
明
︒
ま
た
︑
カ
ウ
ン
ト

に
つ
い
て
は
︑﹁
ゼ
ロ
﹂
を
付

け
な
い
と
本
来
の
秒
数
よ
り

も
早
く
数
え
て
し
ま
う
傾
向

が
あ
る
た
め
︑
ゆ
っ
く
り
と

数
え
る
こ
と
で
車
間
距
離
を

十
分
に
保
つ
よ
う
に
す
る
必

要
が
あ
る
と
解
説
し
た
︒

　

続
い
て
行
っ
た
ブ
レ
ー
キ

ン
グ
訓
練（
写
真
6
）で
は
︑

時
速
60
㌔
㍍
で
走
行
中
に
フ

ル
ブ
レ
ー
キ
を
か
け
た
際
に
︑

平
地
の
直
線
路
︑
下
り
坂
︑

カ
ー
ブ
を
そ
れ
ぞ
れ
走
行
し

た
際
の
車
両
の
挙
動
の
差
に

つ
い
て
確
認
し
た
︒
こ
れ
ま

で
に
フ
ル
ブ
レ
ー
キ
を
か
け

た
経
験
が
な
く
︑
制
動
距
離

が
長
く
な
っ
て
し
ま
う
受
講

生
も
い
た
が
︑
教
官
か
ら
指

導
を
受
け
る
中
で
︑
正
し
い

運
転
姿
勢
で
し
っ
か
り
と
ブ

レ
ー
キ
を
踏
み
込
む
こ
と
で
︑

制
動
距
離
を
短
く
抑
え
ら
れ

る
受
講
生
が
増
え
た
︒

　

昼
食
後
は
研
修
棟
に
戻

り
︑
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
に
よ
る

運
転
適
性
検
査
（
Ｃ
Ｒ
Ｔ
︑

写
真
７
）
を
受
け
た
︒
安
全

運
転
中
央
研
修
所
の
運
転
適

性
検
査
で
は
︑
受
講
生
の
性

格
を
分
析
し
︑
運
転
傾
向
や

運
転
に
関
す
る
ア
ド
バ
イ
ス

を
提
示
す
る
も
の
で
︑
受
講

生
は
み
な
真
剣
な
表
情
で
検

査
に
臨
ん
で
い
た
︒

　

続
い
て
行
っ
た
高
速
周
回

路
走
行
（
写
真
8
）
で
は
︑

１
周
５
㌔
㍍
の
高
速
周
回
路

を
３
周
︑
合
計
15
㌔
㍍
を
走

行
︒１
周
目
は
時
速
80
㌔
㍍
︑

２
周
目
は
時
速
90
㌔
㍍
︑
３

周
目
は
ア
ク
セ
ル
ペ
ダ
ル
を

踏
み
続
け
た
状
態
で
高
速
走

行
を
行
う
︒
高
速
周
回
路
に

は
︑
Ｒ
３
８
０
（
大
き
な
カ

ー
ブ
）
と
Ｒ
２
３
０
（
小
さ

な
カ
ー
ブ
）
の
カ
ー
ブ
が
あ

り
︑
カ
ー
ブ
箇
所
に
は
傾
斜

10
％
の
バ
ン
ク
が
設
け
ら
れ

て
い
る
︒
周
回
ご
と
に
そ
れ

ぞ
れ
課
題
が
設
け
ら
れ
て
お

り
︑
１
周
目
で
は
幅
３
メ
ー

ト
ル
の
狭
隘
路
を
走
行
︑
２

周
目
は
車
線
変
更
を
５
回
実

施
（
う
ち
１
回
は
急
な
車
線

変
更
を
行
う
）︑
そ
し
て
３

周
目
が
終
わ
り
高
速
周
回
路

か
ら
分
岐
す
る
際
に
は
︑
速

度
計
を
見
ず
に
感
覚
で
時
速

40
㌔
㍍
ま
で
減
速
し
て
︑
感

覚
と
実
際
の
速
度
の
ズ
レ
を

実
感
す
る
︒
同
研
修
を
通
じ

て
︑
高
速
走
行
時
に
お
け
る

ド
ラ
イ
バ
ー
へ
の
影
響
や
車

両
へ
の
影
響
な
ど
を
実
感
し

て
も
ら
っ
た
上
で
︑
安
全
性

の
高
い
運
転
操
作
の
あ
り
方

に
つ
い
て
考
え
さ
せ
た
︒

　

２
日
目
の
最
後
に
は
課
題

走
行
（
写
真
9
）
と
し
て
︑

雨
天
時
の
高
速
走
行
で
の
危

険
性
を
︑
教
官
が
運
転
す
る

専
用
車
両
に
乗
車
し
︑
ハ
イ

ド
ロ
プ
レ
ー
ニ
ン
グ
現
象
発

生
時
の
車
の
挙
動
を
確
認
し

た
︒
近
藤
教
官
は
︑﹁
ハ
イ

ド
ロ
プ
レ
ー
ニ
ン
グ
現
象
を

防
ぐ
た
め
に
は
︑
気
象
情
報

の
事
前
の
チ
ェッ
ク
や
︑
状
況

に
応
じ
た
速
度
管
理
︑
タ
イ

ヤ
の
適
切
な
管
理
が
欠
か
せ

ま
せ
ん
﹂と
述
べ
た
上
で
︑﹁
タ

イ
ヤ
の
溝
が
少
な
け
れ
ば
︑

タ
イ
ヤ
の
状
態
に
応
じ
た
運

転
操
作
が
求
め
ら
れ
ま
す
︒

タ
イ
ヤ
の
状
態
を
知
り
︑
状

態
に
応
じ
た
安
全
な
運
転
操

作
を
行
う
た
め
に
は
︑
日
々

の
点
検
が
求
め
ら
れ
ま
す
﹂

と
︑
車
両
の
状
態
を
確
認
す

る
た
め
の
点
検
の
重
要
性
を

訴
え
た
︒

　

３
日
目（
６
月
12
日
）は
︑

ま
ず
信
号
回
避
訓
練
（
写
真

�
）を
行
っ
た
︒
受
講
生
は
︑

時
速
40
㌔
㍍
で
ト
ラ
ッ
ク
を

運
転
︒
途
中
に
設
置
さ
れ
た

セ
ン
サ
ー
を
ト
ラ
ッ
ク
が
通

過
す
る
と
︑
前
方
に
並
ぶ
２

つ
の
信
号
機
が
赤
と
青
に
そ

ず
に
跳
ね
飛
ば
し
て
し
ま
う

こ
と
に
な
る
︒

　

ひ
と
と
お
り
受
講
生
に
よ

る
運
転
が
終
わ
る
と
︑次
に
︑

危
険
の
発
見
が
０
・
５
秒
遅

れ
た
場
合
の
影
響
を
受
講
生

に
知
っ
て
も
ら
う
た
め
に
︑

小
パ
イ
ロ
ン
を
約
５
・
６
㍍

手
前
に
移
動
さ
せ
︑﹁
０
・
５

秒
発
見
が
遅
れ
た
ら
ど
う
な

る
か
﹂
を
体
験
︒
す
る
と
︑

最
初
の
走
行
で
は
小
パ
イ
ロ

　

実
際
の
道
路
環
境
で
発
生

す
る
様
々
な
危
険
を
安
全
に

体
験
で
き
︑
事
故
に
繋
が
る

危
険
へ
の
対
処
方
法
に
つ
い

て
学
ぶ
こ
と
の
で
き
る
安
全

運
転
中
央
研
修
所
で
の
研

修
︒
受
講
生
に
受
講
の
感
想

を
聞
く
と
︑﹁
初
め
て
体
験

す
る
こ
と
ば
か
り
で
︑
非
常

に
た
め
に
な
り
ま
し
た
︒
安

全
運
転
中
央
研
修
所
で
学
ん

だ
こ
と
を
︑
今
後
の
乗
務
に

活
か
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
﹂︑﹁
３
日
間
の
研

修
を
通
じ
て
︑
運
転
に
関
す

る
経
験
を
積
む
こ
と
が
で
き

た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
﹂
な

ど
︑
研
修
の
有
用
性
を
評
価

で
右
折
し
よ
う
と
し
て
い
る

対
向
車
︑
路
上
に
停
車
し
て

い
る
故
障
車
な
ど
と
い
っ
た

障
害
物
の
見
え
方
を
確
認
し

た
︒
暗
闇
に
潜
む
障
害
物
を

い
か
に
察
知
し
て
回
避
す
る

す
る
声
が
多
く
上
が
っ
た
︒

　

事
故
を
未
然
に
防
ぐ
た
め

に
は
︑
危
険
を
知
る
こ
と
が

第
一
歩
で
あ
る
︒
実
際
の
道

路
で
は
体
験
で
き
な
い
限
界

領
域
を
安
全
に
学
べ
る
同
研

修
は
︑
プ
ロ
ド
ラ
イ
バ
ー
の

安
全
意
識
と
運
転
技
能
を
高

め
る
貴
重
な
機
会
と
い
え

る
︒
全
ト
協
の
助
成
制
度
を

活
用
し
︑
多
く
の
事
業
者
が

積
極
的
に
受
講
す
る
こ
と

で
︑
安
全
で
質
の
高
い
輸
送

の
実
現
に
繋
が
る
こ
と
が
期

待
さ
れ
る
︒

ン
を
回
避
で
き
て
も
︑
小
パ

イ
ロ
ン
を
手
前
に
移
動
さ
せ

た
後
の
走
行
で
は
小
パ
イ
ロ

ン
を
跳
ね
飛
ば
し
て
し
ま
う

受
講
生
が
増
え
た
︒

　
﹁
時
速
40
㌔
㍍
で
走
行
し

て
い
る
場
合
︑
ト
ラ
ッ
ク
は

１
秒
間
に
11
・
１
㍍
走
行
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
︒
人
間

に
は
ど
う
し
て
も
反
応
の
限

界
が
あ
り
︑
０
・
５
秒
反
応

時
間
が
遅
れ
て
も
事
故
に
繋

が
っ
て
し
ま
い
ま
す
﹂
と
近

藤
教
官
は
指
摘
し
︑
反
応
の

遅
れ
の
怖
さ
を
訴
え
た
︒

写
真
で
見
る
「
ド
ラ
イ
バ
ー
研
修
」
そ
の
２

れ
ぞ
れ
点
灯
︒
運
転
者
は
信

号
機
の
指
示
に
従
い
︑
即
座

に
青
信
号
が
点
灯
し
た
方
向

へ
ハ
ン
ド
ル
を
切
り
︑
小
パ
イ

ロ
ン
で
仕
切
ら
れ
た
狭
隘
路

を
通
過
し
て
い
く
︒
反
応
が

遅
れ
て
し
ま
う
と
︑
小
パ
イ

ロ
ン
を
避
け
る
こ
と
が
で
き

車
の
状
態
に
応
じ
た
運
転
操
作
を
行
う
た
め
に

車
の
状
態
に
応
じ
た
運
転
操
作
を
行
う
た
め
に

大
切
と
な
る
車
両
の
「
日
常
点
検
」

大
切
と
な
る
車
両
の
「
日
常
点
検
」

プ
ロ
ド
ラ
イ
バ
ー
と
し
て
の
責
務
を
果
た
す
た
め
に

プ
ロ
ド
ラ
イ
バ
ー
と
し
て
の
責
務
を
果
た
す
た
め
に

求
め
ら
れ
る
「
車
両
特
性
の
適
切
な
理
解
」

求
め
ら
れ
る
「
車
両
特
性
の
適
切
な
理
解
」

決
し
て
交
通
事
故
を
起
こ
さ
な
い
た
め
に

決
し
て
交
通
事
故
を
起
こ
さ
な
い
た
め
に

研
修
を
通
じ
て
安
全
意
識
と
運
転
技
能
を
高
め
る

研
修
を
通
じ
て
安
全
意
識
と
運
転
技
能
を
高
め
る

「信号回避訓練」では、前方の信号に従って、青信号が点灯した方に即座にハンドルを切る。反応の遅れによって、小パイロンを回避できずに跳ね飛ばしてしま
う受講生もいた

表 2　安全運転中央研修所「ドライバー研修」（3日間・大型）　時限表�

１日目（6月 10日㈬） 2日目（6月 11日㈭） 3日目（6月 12日㈮）

1時限 8:40 ～ 9:40 車両の特性（貨物） 信号回避訓練� 写真�

2時限 9:50 ～ 10:50 ブレーキング訓練� 写真6スキッド走行� 写真�・�

3時限 11:00 ～ 12:00 　↓ 　↓

4時限 13:00 ～ 14:00
入所式、オリエンテーション
� 写真1

運転適性検査（CRT）� 写真7
エバリュエーション、修了式
� 写真�

5時限 14:10 ～ 15:10 交通心理学 高速周回路走行� 写真8

6時限 15:20 ～ 16:20 日常点検� 写真2 　↓

7時限 16:30 ～ 17:30 基本走行� 写真3課題走行� 写真9

夜間研修 (18:30～20:30)
写真4・5

�

受講生の性格を分析して運転に関するアドバイスを提示する「運転適性検査（CRT）」

「エバリュエーション・修了式」では、近藤教官から受講生に修了証が授与された

ABSを動作させた上で、教官をハンドル操作のみで回避する訓練も行った

濡れたタイル路面の上でブレーキをかけ、ABSの作動状況を確認する「スキッド走行」

「課題走行」では専用車両によるハイドロプレーニング現象の体験を行った

最高時速90㌔㍍で、指定された運転操作を次々に行う「高速周回路走行」

7

8

9

�

�

�
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図　ヘッドレス型トレーラー輸送の概要

ヘ
ッ
ド
レ
ス
型
ト
レ
ー
ラ
ー

輸
送
に
い
ち
早
く
挑
戦

パ
レ
ッ
ト
化
で
輸
送
効
率
が

大
幅
に
向
上

　

㈱
マ
キ
タ
運
輸
は
︑
南
九

州
を
起
点
に
︑
乳
製
品
や
畜

肉
︑
冷
凍
食
品
︑
青
果
物
な

ど
の
生
鮮
食
品
を
関
西
や
関

東
な
ど
に
輸
送
し
て
い
る
運

送
会
社
で
あ
る
︒

　

同
社
で
は
創
業
当
初
︑
南

九
州
か
ら
関
西
・
関
東
へ
の

長
距
離
輸
送
で
は
︑
10
㌧
車

に
よ
る
陸
上
輸
送
が
主
流
で

あ
っ
た
︒
し
か
し
︑
ド
ラ
イ

バ
ー
に
と
っ
て
長
距
離
輸
送

は
負
担
が
大
き
く
︑
労
働
環

境
の
改
善
が
必
要
だ
っ
た
︒

　

そ
う
し
た
中
で
︑
自
社
の

輸
送
効
率
化
へ
の
取
り
組
み

の
参
考
と
す
べ
く
︑
牧
田
社

長
は
平
成
２
年
に
ア
メ
リ
カ

の
物
流
事
情
の
視
察
を
敢

行
︒
翌
３
年
に
は
︑
同
視
察

か
ら
ヒ
ン
ト
を
得
て
ト
レ
ー

ラ
ー
の
導
入
に
踏
み
切
り
︑

さ
ら
に
︑
混
載
に
よ
る
積
載

率
の
向
上
に
取
り
組
ん
だ
︒

　

ま
た
︑
輸
送
効
率
を
高
め

る
た
め
に
︑
ヘ
ッ
ド
レ
ス
型
ト

レ
ー
ラ
ー
輸
送
へ
の
移
行
に

も
取
り
組
ん
だ
︒
ヘ
ッ
ド
レ

ス
型
ト
レ
ー
ラ
ー
輸
送
で

は
︑
営
業
所
か
ら
フ
ェ
リ
ー

が
出
港
す
る
港
ま
で
ド
ラ
イ

バ
ー
が
ト
レ
ー
ラ
ー
を
け
ん

引
し
︑
乗
船
後
︑
ト
レ
ー
ラ

ー
部
分
の
み
を
切
り
離
す
︒

ド
ラ
イ
バ
ー
は
乗
船
せ
ず
︑

海
上
輸
送
す
る
手
法
で
あ
る

（
図
）︒
フ
ェ
リ
ー
が
関
西
・

関
東
の
港
に
到
着
し
た
後

は
︑
現
地
の
ド
ラ
イ
バ
ー
が

ト
レ
ー
ラ
ー
を
引
き
取
り
︑

着
地
ま
で
の
輸
送
を
継
続
す

る
︒

　

長
距
離
幹
線
輸
送
に
ヘ
ッ

ド
レ
ス
型
ト
レ
ー
ラ
ー
輸
送

を
活
用
し
た
こ
と
で
︑
陸
送

距
離
と
ド
ラ
イ
バ
ー
の
拘
束

時
間
を
大
幅
に
削
減
す
る
こ

と
が
可
能
と
な
っ
た
︒

　

現
在
は
︑
フ
ェ
リ
ー
や
Ｒ

Ｏ
Ｒ
Ｏ
船
を
幹
線
輸
送
部
分

に
組
み
込
み
︑志
布
志
港
（
鹿

児
島
県
志
布
志
市
）︑宮
崎
港

（
宮
崎
県
宮
崎
市
）︑大
分
港

（
大
分
県
大
分
市
）︑門
司
港

（
福
岡
県
北
九
州
市
）︑
博

多
港
（
同
福
岡
市
）
を
起
点

に
︑
関
西
や
関
東
な
ど
へ
の

輸
送
を
行
っ
て
い
る
︒

　
﹁
当
社
で
は
以
前
か
ら
ヘ
ッ

ド
レ
ス
型
ト
レ
ー
ラ
ー
輸
送

を
導
入
し
て
き
ま
し
た
が
︑

平
成
22
年
以
降
︑
そ
の
比
率

を
段
階
的
に
高
め
て
い
き
ま

し
た
︒
フ
ェ
リ
ー
輸
送
を
積

極
的
に
活
用
し
た
こ
と
で
︑

ド
ラ
イ
バ
ー
の
長
時
間
運
行

を
抑
制
し
︑
休
息
期
間
の
確

保
に
繋
げ
る
と
と
も
に
︑
厳

格
化
が
進
む
改
善
基
準
告
示

に
も
対
応
で
き
る
体
制
を
整

え
ま
し
た
﹂（
牧
田
社
長
）

　

さ
ら
に
︑
荷
役
作
業
時
間

の
短
縮
に
も
取
り
組
ん
だ
︒

　

生
鮮
食
品
物
流
に
お
け
る

課
題
の
ひ
と
つ
と
し
て
︑﹁
手

荷
役
に
よ
り
荷
役
作
業
が
非

効
率
的
で
あ
る
﹂
こ
と
が
挙

げ
ら
れ
る
︒
時
間
の
か
か
る

手
荷
役
作
業
に
よ
っ
て
食
品

の
新
鮮
さ
が
損
な
わ
れ
る
と

い
う
デ
メ
リ
ッ
ト
も
あ
る
こ

と
か
ら
︑
極
力
手
積
み
を
避

け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
︒

　

同
社
で
は
パ
レ
ッ
ト
輸
送

を
積
極
的
に
導
入
し
︑
フ
ォ

ー
ク
リ
フ
ト
に
よ
る
積
み
卸

し
を
行
う
よ
う
に
し
た
︒
こ

れ
に
よ
り
︑
荷
役
作
業
時
間

の
短
縮
を
図
る
と
と
も
に
︑

ド
ラ
イ
バ
ー
の
負
担
軽
減
に

幹
線
輸
送
の
核
と
な
る

「
物
流
セ
ン
タ
ー
」

働
き
や
す
い
職
場
環
境
づ
く

り
も
進
め
る

　

令
和
３
年
９
月
に
は
南
九

州
の
物
流
の
拠
点
と
し
て
︑

﹁
都
城
物
流
セ
ン
タ
ー
﹂（
別

掲
）
を
開
設
し
た
︒
同
物
流

セ
ン
タ
ー
は
︑
地
場
輸
送
で

集
約
し
た
様
々
な
生
鮮
食
品

を
積
み
替
え
︑
方
面
別
に
混

載
し
て
関
西
や
関
東
へ
と
輸

送
す
る
︑
幹
線
輸
送
の
中
継

拠
点
と
し
て
機
能
し
て
い
る
︒

　

同
物
流
セ
ン
タ
ー
の
整
備

に
合
わ
せ
て
︑
同
社
で
は
ド

ラ
イ
バ
ー
の
労
働
環
境
改
善

に
資
す
る
様
々
な
工
夫
を
取

り
入
れ
て
い
る
︒
ま
ず
︑
ホ

テ
ル
さ
な
が
ら
の
ド
ラ
イ
バ

ー
用
宿
泊
室
（
３
部
屋
）
と

シ
ャ
ワ
ー
設
備
を
設
け
︑
ド

ラ
イ
バ
ー
が
ベ
ッ
ド
で
休
息

で
き
る
施
設
と
し
た
︒
ま
た
︑

ド
ラ
イ
バ
ー
の
疲
労
回
復
を

支
援
す
る
た
め
︑
高
気
圧
酸

素
ル
ー
ム
も
導
入
し
た
︒
高

気
圧
酸
素
ル
ー
ム
を
利
用
す

る
こ
と
で
︑
血
中
酸
素
濃
度

繋
げ
た
︒
さ
ら
に
︑
パ
レ
ッ

ト
化
に
合
わ
せ
て
︑
パ
レ
ッ

ト
を
上
下
二
段
に
積
載
で
き

る
︑独
自
の
﹁
二
段
ラ
ッ
ク
﹂

（
写
真
）
の
開
発
に
取
り
組

ん
だ
︒

　

パ
レ
ッ
ト
の
上
に
段
ボ
ー

ル
箱
を
何
段
に
も
積
み
重
ね

る
と
︑
下
に
積
ま
れ
た
段
ボ

ー
ル
箱
は
重
み
で
潰
れ
て
し

ま
う
︒
そ
の
た
め
︑
積
み
上

げ
る
こ
と
の
で
き
る
段
ボ
ー

ル
箱
の
数
は
お
の
ず
と
制
限

が
高
ま
り
︑
疲
労
回
復
や
集

中
力
ア
ッ
プ
な
ど
脳
の
活
性

化
に
効
果
が
あ
る
︒

　

ま
た
︑
広
く
て
明
る
い
社

員
食
堂
を
設
置
し
︑
調
理
師

た
ち
が
︑
体
に
優
し
い
無
添

加
食
品
を
使
い
︑
毎
日
ヘ
ル

シ
ー
で
お
い
し
い
食
事
を
提

供
し
て
い
る
︒
食
事
は
１
食

当
た
り
３
０
０
円
と
リ
ー
ズ

ナ
ブ
ル
で
︑
昼
食
の
時
間
に

な
る
と
ド
ラ
イ
バ
ー
や
事
務

職
員
が
社
員
食
堂
に
集
ま

り
︑
食
事
を
楽
し
み
な
が
ら

談
笑
し
て
い
る
と
い
う
︒
ま

た
︑
運
行
に
出
発
す
る
ド
ラ

イ
バ
ー
の
た
め
に
︑
運
行
途

中
で
食
べ
ら
れ
る
弁
当
（
１

食
３
０
０
円
）
の
提
供
も
行

っ
て
お
り
︑
評
判
も
よ
い
︒

　
﹁
会
社
員
が
出
張
に
行
く

時
に
は
︑
広
い
ベ
ッ
ド
で
︑

ゆ
っ
く
り
体
を
休
め
る
ビ
ジ

ネ
ス
ホ
テ
ル
に
宿
泊
し
て
い

る
の
に
︑
な
ぜ
ト
ラ
ッ
ク
ド

ラ
イ
バ
ー
は
仕
事
場
で
あ
る

ト
ラ
ッ
ク
の
中
で
寝
な
い
と

い
け
な
い
の
か
と
疑
問
に
感

じ
て
い
ま
し
た
︒当
社
で
は
︑

さ
れ
る
こ
と
に
な
る
︒
そ
こ

で
︑
パ
レ
ッ
ト
を
二
段
積
み

で
き
る
ラ
ッ
ク
を
導
入
し
︑

ラ
ッ
ク
の
上
段
と
下
段
に
そ

れ
ぞ
れ
パ
レ
ッ
ト
を
積
載
し
︑

フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
で
ラ
ッ
ク
ご

と
積
み
込
む
方
式
に
改
め

た
︒
二
段
ラ
ッ
ク
を
使
用
す

る
こ
と
で
︑
上
下
段
の
間
に

は
冷
凍
機
か
ら
の
冷
気
が
流

れ
る
空
間
が
確
保
さ
れ
︑
各

段
ボ
ー
ル
箱
内
の
温
度
安
定

性
が
向
上
し
た
︒
ま
た
︑
高

積
み
に
よ
る
段
ボ
ー
ル
箱
の

潰
れ
も
抑
え
る
こ
と
が
で
き

た
︒

　

か
つ
て
同
社
で
は
︑
10
㌧

車
へ
の
手
荷
役
で
の
積
み
込

み
に
約
３
時
間
を
要
し
て
い

た
が
︑
現
在
で
は
フ
ォ
ー
ク

リ
フ
ト
主
体
の
積
み
込
み
へ

移
行
し
た
こ
と
で
︑
ト
レ
ー

ラ
ー
で
あ
っ
て
も
40
分
ほ
ど

ま
で
に
短
縮
さ
れ
て
い
る
︒

都
城
物
流
セ
ン
タ
ー
の
ほ

か
︑
平
成
29
年
に
開
設
し
た

大
阪
営
業
所
を
皮
切
り
に
︑

東
京（
令
和
３
年
）︑福
岡（
４

年
）︑
鹿
児
島
（
５
年
）
の

各
営
業
所
に
︑
個
室
の
ベ
ッ

ド
で
ゆ
っ
く
り
休
息
す
る
こ

と
が
で
き
る
宿
泊
室
や
シ
ャ

ワ
ー
設
備
を
設
け
て
い
る
ほ

か
︑
拠
点
を
設
置
し
て
い
な

い
岡
山
や
広
島
へ
の
輸
送
の

際
に
は
︑
当
社
で
確
保
し
て

い
る
ト
ラ
ッ
ク
用
駐
車
場
に

車
両
を
止
め
︑
ド
ラ
イ
バ
ー

は
近
隣
の
ビ
ジ
ネ
ス
ホ
テ
ル

で
休
ま
せ
る
な
ど
︑
で
き
る

だ
け
車
内
で
の
休
息
に
依
存

し
な
い
環
境
づ
く
り
を
進
め

て
き
ま
し
た
﹂（
同
）

　

同
社
で
は
︑
従
業
員
の
健

康
管
理
に
も
力
を
注
い
で
い

る
︒
健
康
診
断
の
結
果
を
管

理
者
が
確
認
し
た
上
で
︑
管

理
ソ
フ
ト
に
入
力
︒
過
去
10

年
分
の
健
康
状
態
の
変
化
を

一
目
で
確
認
で
き
る
よ
う
に

し
て
い
る
︒
ま
た
︑
同
ソ
フ

ト
で
は
︑
要
再
検
査
の
人
に

つ
い
て
は
赤
字
表
記
で
︑
ま

た
治
療
中
の
人
に
つ
い
て
は

青
字
表
記
で
記
載
す
る
よ
う

に
し
︑
管
理
者
が
治
療
の
状

況
を
確
認
で
き
る
よ
う
に
工

夫
し
て
い
る
︒
な
お
︑
健
診

の
結
果
︑
要
再
検
査
に
な
っ

た
ド
ラ
イ
バ
ー
に
対
し
て
は
︑

﹁
健
康
診
断
の
結
果
に
対
す

る
再
検
査
指
示
書
﹂
を
手
渡

し
︑
再
検
査
受
診
を
促
す
よ

う
に
し
て
い
る
︒
再
検
査
を

受
診
し
た
際
に
は
︑
医
師
の

診
断
結
果
を
必
ず
提
出
し
て

も
ら
い
︑
受
診
漏
れ
を
防
ぐ

よ
う
に
し
て
い
る
︒

　

な
お
︑
同
社
で
は
健
診
の

際
︑
40
歳
以
上
の
従
業
員
を

対
象
に
︑
動
脈
硬
化
の
原
因

物
質
か
ら
将
来
の
脳
梗
塞
や

心
筋
梗
塞
の
リ
ス
ク
を
予
測

す
る
血
液
検
査
﹁
Ｌ
Ｏ
Ｘ
︱

ｉ
ｎ
ｄ
ｅ
ｘ
検
査
﹂
を
受
診

さ
せ
て
い
る
︒

「
従
業
員
と
家
族
に
選
ば

れ
る
会
社
づ
く
り
」
が

我
が
国
の
物
流
の
未
来
を
支

え
る

　

長
年
に
わ
た
っ
て
輸
送
効

率
化
へ
の
取
り
組
み
を
継
続

し
て
推
進
す
る
と
と
も
に
︑

労
働
環
境
改
善
や
健
康
づ
く

り
へ
の
取
り
組
み
も
進
め
て

き
た
同
社
︒
同
社
の
取
り
組

み
の
根
底
に
あ
る
の
は
︑﹁
運

送
業
界
に
対
す
る
従
業
員
の

家
族
の
理
解
﹂
で
あ
る
と
︑

牧
田
社
長
は
語
る
︒

　
﹁
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
に

は
︑
い
ま
だ
に
﹃
危
険
﹄﹃
キ

ツ
イ
﹄
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
つ

い
て
回
り
ま
す
︒
し
か
し
︑

労
働
力
不
足
が
深
刻
化
し
て

い
る
現
代
に
あ
っ
て
も
︑
一
昔

前
と
同
じ
働
き
方
と
い
う
の

で
は
社
会
の
理
解
は
得
ら
れ

な
い
と
感
じ
て
い
ま
す
︒
省

力
化
・
機
械
化
を
積
極
的
に

推
進
し
︑
時
代
に
合
っ
た
働

き
方
へ
変
え
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま

す
︒
そ
れ
と
と
も
に
︑
従
業

員
の
健
康
管
理
や
労
働
環
境

の
改
善
な
ど
︑
他
産
業
と
同

等
に
対
応
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
︒
こ
う
し
た

取
り
組
み
を
し
っ
か
り
と
進

め
て
い
く
こ
と
で
︑
従
業
員

の
ご
家
族
か
ら
も
当
社
や
運

送
業
界
が
信
頼
さ
れ
︑
従
業

員
の
背
中
を
押
し
て
も
ら
え

る
よ
う
に
な
る
の
で
す
︒
ま

た
︑
こ
う
し
た
取
り
組
み
を

継
続
し
て
い
く
こ
と
で
︑
求

職
者
か
ら
選
ば
れ
る
運
送
会

社
や
業
界
に
な
る
こ
と
が
で

き
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
︒﹃
社
員
の
こ
と
を
大
事
に

思
っ
て
く
れ
て
い
る
﹄
と
ご

家
族
の
方
々
に
感
じ
て
い
た

だ
け
る
よ
う
に
︑
当
社
と
し

て
で
き
る
こ
と
を
今
後
も
行

っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
︒
ご
家
族
の
満
足
度
向
上

が
従
業
員
の
満
足
度
向
上
に

繋
が
り
︑
そ
し
て
そ
れ
が
運

送
会
社
や
運
送
業
界
の
発
展

に
も
結
び
付
い
て
い
く
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
﹂（
同
）

（
取
材
協
力
）
㈱
マ
キ
タ
運

輸　

牧
田
信
良
代
表
取
締

役
、
船
倉
正
剛
取
締
役
業
務

管
理
部
長

　

宮
崎
県
都
城
市
に
本
社
を
構
え
る
株

式
会
社
マ
キ
タ
運
輸
（
牧
田
信
良
代
表

取
締
役
）
は
︑
荷
役
作
業
の
機
械
化
に

寄
与
す
る
﹁
パ
レ
ッ
ト
輸
送
﹂
や
大
量

輸
送
の
実
現
に
繋
が
る
﹁
混
載
に
よ
る

ヘ
ッ
ド
レ
ス
型
ト
レ
ー
ラ
ー
輸
送
﹂
な

ど
︑
輸
送
効
率
化
に
向
け
た
取
り
組
み

を
進
め
て
き
た
︒

　

ま
た
︑
令
和
3
年
に
都
城
市
に
開
設

し
た
﹁
都
城
物
流
セ
ン
タ
ー
﹂
は
︑
単

に
貨
物
の
仕
分
け
や
保
管
だ
け
で
な

く
︑
食
事
や
休
憩
・
休
息
面
で
ド
ラ
イ

バ
ー
の
労
働
環
境
改
善
に
資
す
る
施
設

に
も
な
っ
て
い
る
︒

　

こ
こ
で
は
︑﹁
ド
ラ
イ
バ
ー
が
安
心

し
て
働
け
る
職
場
で
あ
る
こ
と
こ
そ

が
︑持
続
可
能
な
物
流
の
基
盤
で
あ
る
﹂

と
捉
え
︑
進
化
を
続
け
る
同
社
の
取
り

組
み
を
紹
介
す
る
︒

㈱マキタ運輸 ㈱マキタ運輸 
［代表取締役　牧田　信良］［代表取締役　牧田　信良］

本　　社　宮崎県都城市高木町6226-5
設　　立　昭和 56年 7月
資 本 金　1,000 万円
従業員数	 249人（うちドライバー152人）
車 両 数	 329 台

企業概要

検 索マキタ運輸

牧田　信良
代表取締役

パ
レ
ッ
ト
化
に
よ
り
、
荷
役
作
業
時
間
の
短
縮
や
ド
ラ
イ
バ
ー
の
作
業
負
担
軽

減
が
実
現
し
た

物流物物物流

㈱マキタ運輸
宮崎県都城市

第 42回

輸
送
効
率
化
と
働
き
や
す
い
職
場
づ
く
り
を
両
輪
で
推
進

輸
送
効
率
化
と
働
き
や
す
い
職
場
づ
く
り
を
両
輪
で
推
進

持
続
可
能
な
物
流
の
実
現
を
目
指
す

持
続
可
能
な
物
流
の
実
現
を
目
指
す

モ
ー
ダ
ル
シ
フ
ト
や
物
流
拠
点
整
備
な
ど
を
通
じ
て「
ド
ラ
イ
バ
ー
と
家
族
の
安
心
」を
支
え
る

モ
ー
ダ
ル
シ
フ
ト
や
物
流
拠
点
整
備
な
ど
を
通
じ
て「
ド
ラ
イ
バ
ー
と
家
族
の
安
心
」を
支
え
る

都城物流センターの概要
・用地面積：12,455㎡（3,774.2坪）
・延床面積：合計　4,647.56㎡（1,405.88坪）

1階　4,492.76㎡、2階　154.80㎡
・冷凍倉庫面積　2,378.54㎡（719.5坪）

温度帯　-20℃

・荷捌き場面積　1,690.26㎡（511.3坪）
温度帯　＋5℃

・パレット数：冷凍倉庫　2,427PL
・シェルター：15基

疲
労
回
復
効
果
が
あ
る
「
高
気
圧
酸
素
ル
ー
ム
」

ド
ラ
イ
バ
ー
が
ベ
ッ
ド
で
休
息
で
き
る
よ
う
、
ド
ラ
イ
バ
ー
用
宿
泊
室
を
設
置

パレットを上下二段に積載できる、同社独自の「二段ラック」

毎日ヘルシーで美味しい食事を提供する社員食堂を新設



（第3種郵便物認可）（9） 令和8年（2026年）7月15日 第2282号

物流ジャーナリスト　森田 富士夫

　

国
土
交
通
省
︑
経
済
産
業
省
︑

農
林
水
産
省
︑
経
済
諸
団
体
︑

ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
の
経
営
者
代

表
な
ら
び
に
労
働
組
合
代
表
︑
有

識
者
な
ど
か
ら
な
る﹁
適
正
原
価
﹂

の
検
討
会
が
設
置
さ
れ
︑
検
討
が

始
ま
る
︒

　

最
近
は
︑﹁
適
正
原
価
﹂
へ
の

事
業
者
の
関
心
が
高
ま
っ
て
い
る
︒

先
日
も
︑
数
人
の
経
営
者
が
集
ま

っ
た
会
合
に
参
加
し
た
が
︑
話
題

は﹁
適
正
原
価
﹂に
つ
い
て
だ
っ
た
︒

﹁﹃
適
正
原
価
﹄
に
つ
い
て
の
話
の

な
か
で
感
じ
る
の
は
︑﹁﹃
適
正
原

価
﹄
に
期
待
す
る
事
業
者
も
い
れ

ば
︑
不
安
を
感
じ
て
い
る
事
業
者

も
い
る
﹂と
い
う
こ
と
だ
︒前
者
は
︑

﹁
適
正
原
価
﹂
で
運
賃
交
渉
が
有

利
に
な
る
と
い
う
期
待
を
も
つ
事

業
者
で
あ
る
︒
し
た
が
っ
て
︑﹁
適

正
原
価
﹂
を
高
く
設
定
し
て
も
ら

う
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
︒
だ
が
︑

後
者
は
﹁
適
正
原
価
﹂

を
﹁
継
続
的
に
下
回
ら

な
い
﹂
こ
と
が
難
し
い

と
い
う
不
安
を
感
じ
て

い
る
事
業
者
だ
︒
あ
え

て
言
え
ば
︑﹁
適
正
原

価
﹂
を
低
く
設
定
し
て

も
ら
う
こ
と
を
望
ん
で

い
る
︒

　

だ
が
︑﹁
適
正
原
価
﹂

待
ち
で
は
い
け
な
い
︒
現
在
は

﹁
標
準
的
運
賃
﹂
が
あ
る
の
だ

か
ら
︑﹁
標
準
的
運
賃
﹂
に
基

づ
い
て
運
賃
交
渉
を
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
︒﹁﹃
標
準
的
運
賃
﹄

で
交
渉
で
き
な
い
の
に
︑﹃
適
正

原
価
﹄
に
な
れ
ば
容
易
に
運
賃

を
上
げ
ら
れ
る

と
期
待
す
る
の

は
お
か
し
い
﹂
と

い
う
声
も
あ
る
︒

さ
ら
に
︑﹁﹃
標

準
的
運
賃
﹄
も

﹃
適
正
原
価
﹄

も
︑
ド
ラ
イ
バ
ー

の
経
済
的
社
会

的
地
位
の
向
上

の
た
め
の
原
資

確
保
が
主
眼
で

あ
る
こ
と
を
忘
れ

て
は
い
け
な
い
﹂

と
指
摘
す
る
事

業
者
も
い
る
︒

　

連
合
は
７
月

３
日
に
︑
今
春
の

賃
上
げ
結
果
を
発
表
し
た
︒
そ

れ
に
よ
る
と
︑
加
重
平
均
の
賃

上
げ
額
は
１
万
６
４
０
０
円
で
︑

賃
上
げ
率
は
５
・
01
％
︒
３
０

０
人
未
満
の
中
小
組
合
で
は
１

万
２
８
６
６
円
で
︑
４
・
69
％

ア
ッ
プ
だ
っ
た
︒
こ
れ
ら
は
労

働
組
合
の
あ
る
企
業
の
平
均
だ

が
︑
そ
れ
で
も
企
業
規
模
が
小
さ

い
方
が
賃
上
げ
額
も
賃
上
げ
率
も

低
い
結
果
に
な
っ
て
い
る
︒
中
小

事
業
者
が
圧
倒
的
多
数
の
ト
ラ
ッ

ク
運
送
業
界
で
は
︑
賃
上
げ
と
い

っ
て
も
か
な
り
難
し
い
現
状
に
あ

る
こ
と
は
事
実
だ
︒

　

だ
が
︑
連
合
の
結
果
と
︑
自
社

の
今
春
の
賃
上
げ
を
比
べ
る
と
︑

賃
金
格
差
が
拡
大
し
て
い
る
こ
と

を
実
感
す
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
︒﹁
適
正
原
価
﹂
で
は
︑﹁
全
産

業
平
均
賃
金
を
踏
ま
え
た
人
件

費
﹂
が
示
さ
れ
る
︒
こ
れ
は
必
須

原
価
と
と
ら
え
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
︒

　

あ
る
事
業
者
は
︑﹁
標
準
的
運

賃
﹂
を
前
面
に
出
し
て
荷
主
と
交

渉
を
し
︑
令
和
５
年
４
月
以
降
は

毎
年
度
︑
運
賃
値
上
げ
に
よ
る
増

収
分
を
す
べ
て
人
件
費
に
回
し
︑

年
間
休
日
１
２
０
日
︑
完
全
週
休

２
日
制
に
し
た
︒
年
間
最
大
残
業

９
６
０
時
間
も
５
年
４
月
か
ら
ク

リ
ア
し
て
い
る
︒
そ
し
て
︑
こ
の

間
の
燃
料
等
の
コ
ス
ト
ア
ッ
プ
分

は
配
車
の
効
率
化
な
ど
生
産
性
向

上
で
補
っ
て
き
た
︒

　
﹁
適
正
原
価
﹂待
ち
で
は
な
く
︑

コ
ス
ト
転
嫁
の
交
渉
を
進
め
な
け

れ
ば
い
け
な
い
︒

第
375
回

「適正原価」待ち？　ではなく転嫁交渉を

ほんのヒトコマほんのヒトコマ［第158回］

「なんでもAI依存……？」

　

公
正
取
引
委
員
会
は
︑
荷
主
と
物
流
事
業
者
の
取
引
に
お
け

る
優
越
的
地
位
の
濫
用
を
効
果
的
に
規
制
す
る
た
め
︑﹁
特
定

荷
主
が
物
品
の
運
送
又
は
保
管
を
委
託
す
る
場
合
の
特
定
の

不
公
正
な
取
引
方
法
﹂（
物
流
特
殊
指
定
）を
指
定
し
て
い
ま
す
︒

　

物
流
に
関
す
る
商
慣
習
の
問
題
に
対
す
る
さ
ら
な
る
対
応
を

行
う
た
め
︑
令
和
８
年
６
月
に
物
流
特
殊
指
定
が
改
正
さ
れ
︑

着
荷
主
に
よ
る
発
荷
主
に
対
す
る
特
定
の
行
為
が
新
た
に
対
象

に
加
わ
り
ま
し
た
︒
こ
こ
で
は
︑
改
正
物
流
特
殊
指
定
の
概
要

に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
︒

　

な
お
︑
改
正
物
流
特
殊
指
定
は
︑
令
和
９
年
４
月
１
日
に
施

行
さ
れ
ま
す
︒

　

ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
の
取

引
関
係
に
つ
い
て
は
︑
ト
ラ

ッ
ク
運
送
事
業
者
と
直
接
の

契
約
関
係
を
も
つ
発
荷
主
に

よ
る
優
越
的
地
位
の
濫
用
を

規
制
す
る
た
め
に
︑
物
流
特

殊
指
定
に
お
い
て
附
帯
業
務

や
長
時
間
の
荷
待
ち
な
ど
を

不
公
正
な
取
引
方
法
と
し
て

規
制
し
て
き
た
︒
ま
た
︑
今

年
１
月
の
中
小
受
託
取
引
適

正
化
法
（
取
適
法
）
施
行
に

よ
り
︑
発
荷
主
と
ト
ラ
ッ
ク

運
送
事
業
者
と
の
取
引
が
取

適
法
の
対
象
と
な
り
︑
不
公

正
な
取
引
が
規
制
の
対
象
と

な
っ
た
︒

　

そ
の
一
方
で
︑
ト
ラ
ッ
ク

運
送
事
業
者
と
直
接
の
契
約

　

今
回
の
改
正
に
よ
る
変
更

点
は
︑
図
１
の
通
り
︒

①
特
定
着
荷
主
と
特
定
発
荷

主
と
の
取
引
を
物
流
特
殊
指

定
の
対
象
に
追
加
（
図
２
）

　

特
定
着
荷
主
が
︑
特
定
発

荷
主
に
対
し
︑
ト
ラ
ッ
ク
運

送
事
業
者
を
通
じ
て
︑
次
の

⑶ 

情
報
提
供
に
対
す
る
報
復

措
置

　

な
お
︑
禁
止
行
為
の
具
体

例
は
︑
図
３
の
通
り
︒

②
取
適
法
施
行
に
伴
う
改
正

　

取
適
法
の
対
象
と
な
っ
て

い
る
特
定
荷
主
に
お
い
て
は
︑

特
定
物
流
事
業
者
と
の
取
引

に
お
い
て
︑
図
４
の
通
り
改

　

公
取
委
で
は
︑﹁
物
流
特

殊
指
定
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
﹂（
二

次
元
コ
ー
ド
）
を
開
設
し
︑

改
正
物
流
特
殊
指
定（
本
文
）

正
が
行
わ
れ
る
︒
こ
れ
に
伴

い
︑
特
定
荷
主
と
特
定
物
流

事
業
者
と
の
取
引
に
お
け
る

禁
止
行
為
は
︑図
５
の
通
り
︒

　

な
お
︑
①
②
と
も
に
︑
違

反
行
為
が
認
め
ら
れ
た
場
合

に
は
︑
排
除
措
置
命
令
等
の

対
象
と
な
る
︒

や
︑
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
な
ど
を

掲
載
し
て
い
る
︒

　

ま
た
︑
同
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト

で
は
︑
物
流
特
殊
指
定
の
考

関
係
を
も
た
な
い
着
荷
主

が
︑
優
越
的
な
立
場
を
利
用

し
て
ド
ラ
イ
バ
ー
に
長
時
間

の
荷
待
ち
を
強
い
た
り
︑
契

約
に
な
い
附
帯
業
務
を
無
償

で
行
わ
せ
た
り
す
る
な
ど
︑

発
荷
主
の
利
益
を
不
当
に
害

し
て
い
る
こ
と
が
問
題
と
な

る
中
で
︑
従
来
は
公
正
取
引

委
員
会
が
着
荷
主
の
行
為
に

実
効
的
に
対
処
す
る
こ
と
が

困
難
で
あ
っ
た
︒

　

今
回
の
改
正
に
よ
り
︑
着

荷
主
に
よ
る
発
荷
主
に
対
す

る
特
定
の
行
為
を
新
た
に
物

流
特
殊
指
定
の
対
象
と
し
︑

こ
れ
ら
の
行
為
を
禁
止
と
す

る
こ
と
で
︑
物
流
取
引
全
体

の
適
正
化
を
図
る
︒

禁
止
行
為
を
行
わ
せ
る
こ
と

に
よ
っ
て
︑
特
定
発
荷
主
の

利
益
を
不
当
に
害
す
る
行
為

を
禁
止
す
る
︒

⑴ 

不
当
な
経
済
上
の
利
益
の

提
供
要
請

⑵ 

不
当
な
運
送
内
容
の
変
更

お
よ
び
や
り
直
し

え
方
に
つ
い
て
の
相
談
窓
口

の
紹
介
も
行
っ
て
い
る
︒

図 1図 2

図 3

図 4

図 5

2
改
正
物
流
特
殊
指
定
の
概
要
に
つ
い
て

特
定
発
荷
主
の
利
益
を
不
当
に
害
す
る
行
為
を
禁
止

特
定
発
荷
主
の
利
益
を
不
当
に
害
す
る
行
為
を
禁
止

特
定
物
流
事
業
者
と
の
取
引
に
禁
止
規
定
追
加

特
定
物
流
事
業
者
と
の
取
引
に
禁
止
規
定
追
加

3
改
正
物
流
特
殊
指
定
の
詳
細
に
つ
い
て

「
物
流
特
殊
指
定
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
」
を
開
設

「
物
流
特
殊
指
定
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
」
を
開
設

円
滑
な
施
行
に
向
け
て
相
談
窓
口
の
利
用
を

円
滑
な
施
行
に
向
け
て
相
談
窓
口
の
利
用
を

1
物
流
特
殊
指
定
改
正
の
背
景
に
つ
い
て

着
荷
主
に
よ
る
荷
待
ち
・
荷
役
等
の
商
慣
習
を
改
善

着
荷
主
に
よ
る
荷
待
ち
・
荷
役
等
の
商
慣
習
を
改
善

物
流
取
引
全
体
の
適
正
化
を
図
る

物
流
取
引
全
体
の
適
正
化
を
図
る

公取委
「物流特殊指定
Webサイト」

改正「物流特殊指定」　令和９年４月１日施行改正「物流特殊指定」　令和９年４月１日施行
特定着荷主による無償での附帯業務や長時間の荷待ちが禁止行為に追加特定着荷主による無償での附帯業務や長時間の荷待ちが禁止行為に追加

公取委
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　令和 9年 3月19日㈮～ 9月26日㈰にかけて、神奈川
県横浜市の旧上瀬谷通信施設を会場に、2027年国際園
芸博覧会「GREEN×EXPO 2027」が開催されます。
　同博覧会は、「幸せを創る明日の風景」をテーマに、
SDGs 等の国際的な目標年である2030年の 3 年前に開
催される国際博覧会として、環境と共に生きる持続可能な
社会のあり方を示し、地球規模の課題解決に向けた行動を
発信していきます。
　同博覧会の詳細については、同博覧会公式
Webサイト（二次元コード）をご覧ください。

国土交通省からのお知らせ

1都3県で初の万博開催！　関東では「つくば万博」以来42年ぶり1都3県で初の万博開催！　関東では「つくば万博」以来42年ぶり
「GREEN×EXPO 2027」令和9年3月～9月に横浜で開催！「GREEN×EXPO 2027」令和9年3月～9月に横浜で開催！

2026・7・15

▼
過
日
︑
東
京
の
下
町
・
北
千
住
で

２
年
前
に
闘
病
の
末
に
逝
去
し
た

友
人
を
偲
ぶ
た
め
６
人
が
集
い
ま

し
た
︒
丁
度
三
回
忌
に
あ
た
り
︑
誰

と
も
な
く
故
人
の
生
前
の
逸
話
が

漏
れ
伝
わ
り
︑﹁
そ
れ
で
は
集
ま
ろ

う
﹂
と
い
う
事
に
な
り
ま
し
た
︒
指

定
の
場
所
に
現
れ
た
メ
ン
バ
ー
は

現
役
組
︑
リ
タ
イ
ア
組
と
様
々
で
す

が
︑
い
ず
れ
も
年
相
応
に
は
見
え
ま

せ
ん
︒
皆
さ
ん
本
当
に
ア
ク
テ
ィ
ブ

で
す
︒
乾
杯
後
に
故
人
の
人
柄
や
人

生
に
つ
い
て
縷
々
誰
と
も
な
く
語

り
始
め
ま
し
た
︒
私
の
知
ら
な
い
話

が
幾
つ
も
飛
び
出
し
︑
故
人
の
知
ら

れ
ざ
る
側
面
が
浮
か
び
上
が
り
ま

し
た
︒
▼
そ
し
て
今
更
な
が
ら
各
人

の
持
つ
﹁
癖
﹂
に
気
付
き
ま
し
た
︒

身
振
り
手
振
り
で
︑
間
髪
入
れ
ず

朗
々
と
︑
泣
き
笑
い
あ
り
で
︑﹁
こ

こ
だ
け
﹂
と
釘
を
刺
し
︑
終
始
沈
着

冷
静
に
︱
︱
と
︑
話
し
方
一
つ
取
っ

て
も
顕
著
な
癖
を
垣
間
見
ま
し

た
︒﹁
な
く
て
七
癖
︑
あ
っ
て
四
十

八
癖
﹂
と
︑
人
に
は
多
か
れ
少
な
か

れ
癖
を
持
っ
て
い
る
の
だ
と
痛
感

し
ま
し
た
︒
子
細
に
観
察
す
る
と
興

味
が
倍
加
し
ま
す
︒
▼
渋
谷
昌
三
氏

著
﹃
癖
の
心
理
学
︱
人
の
ク
セ
み
て

我
が
ク
セ
な
お
せ
︱
﹄
は
︑
そ
の
表

題
ど
お
り
︑
人
間
誰
に
で
も
あ
る
癖

を
痛
快
に
分
析
し
て
い
ま
す
︒
人
に

は
何
か
し
ら
の
癖
が
あ
り
︑
そ
れ
が

ど
う
い
う
心
理
状
態
で
起
こ
る
の

か
︑
興
味
が
尽
き
ま
せ
ん
︒
▼
翻
っ

て
︑
ル
ー
テ
ィ
ン
は
決
ま
っ
た
手
順

や
一
連
の
動
作
を
繰
り
返
す
行
為

で
す
が
︑
ラ
グ
ビ
ー
の
元
日
本
代

表
・
五
郎
丸
選
手
の
プ
レ
ー
ス
キ
ッ

ク
を
す
る
前
の
両
手
を
合
わ
せ
て

祈
る
ポ
ー
ズ
が
印
象
的
で
し
た
︒
私

の
ル
ー
テ
ィ
ン
は
︑
最
寄
駅
に
向
か

う
途
中
に
あ
る
小
さ
な
神
社
の
祠

に
手
を
合
わ
せ
︑
時
に
少
額
の
賽
銭

を
入
れ
て
当
日
の
勝
運
を
祈
る
事

で
し
ょ
う
か
︒
迷
い
な
く
日
々
欠
か

さ
ず
実
践
す
る
行
為
は
︑
自
身
の
心

を
平
常
心
に
保
つ
最
良
の
手
段
に

ほ
か
あ
り
ま
せ
ん
︒
▼
方
や
落
語
の

名
人
・
三
遊
亭
圓
朝
の
十
八
番
﹁
心

眼
﹂
は
︑
按
摩
の
梅
喜
が
薬
師
様
へ

二
十
一
日
の
日
参
︒
い
よ
い
よ
満
願

の
日
︑
い
つ
の
間
に
か
両
眼
が
見
え

て
全
て
が
物
珍
し
く
意
気
揚
々
で

し
た
が
︑
見
え
た
ば
か
り
に
面
倒
な

事
に
巻
き
込
ま
れ
て
︙
︙
︒
梅
喜
が

目
覚
め
て
起
き
上
が
る
と
以
前
と

変
わ
ら
ぬ
暗
闇
の
世
界
で
︑
目
が
見

え
た
出
来
事
は
夢
の
中
で
の
空
想

だ
と
我
に
返
り
ま
す
︒
見
え
る
世
界

は
あ
な
恐
ろ
し
や
︑
今
の
按
摩
の
ま

ま
が
い
い
と
悟
り
ま
す
︒
▼
気
が
付

か
な
か
っ
た
自
身
や
人
の
癖
︑
日
々

欠
か
さ
ぬ
ル
ー
テ
ィ
ン
︑
物
は
心
の

眼
で
見
よ
と
の
含
蓄
︱
︱
現
実
を

顧
み
れ
ば
︑
自
身
の
回
り
を
取
り
巻

く
不
思
議
な
出
来
事
が
︑
ま
さ
に

﹁
他
山
の
石
﹂
の
如
く
あ
り
ま
す
︒

 

（
山
崎　

薫
）
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中国トラック協会について
表　事業者大会スケジュール

時　間 内　容 会　場
12：00 ～13：10 正副会長会議

ふくやま
芸術文化ホール
リーデンローズ

12：30 〜13：30 受付

13：30 〜13：45

◇全体会議
①開会
②�主催者あいさつ（全日本トラック協会会長　寺岡洋一）
③�開催地ブロック協会長あいさつ（中国トラック協会会長　小丸成洋）

14：00 〜14：50
▶講演会
　「サイバー空間の脅威の情勢と対策について～官民学連携の現場から～」

（一財）日本サイバー犯罪対策センター　業務執行理事　櫻澤健一氏

15：00 〜16：00
▶記念講演会
　「日本経済の現状とこれから（仮題）」

数量政策学者　高橋洋一氏

16：10 〜16：50

◇全体会議
①トラック輸送振興顕彰「鈴木賞」贈呈式
②大会決議
③来賓あいさつ
④来賓紹介・祝電披露
⑤次回大会開催地ブロック協会長あいさつ（東北トラック協会会長　庄子清一）
⑥ガンバローコール
⑦閉会あいさつ

18：00 〜19：45 懇親会 福山ニューキャッス
ルホテル

図　アクセスマップ

10月 15日（木）広島県福山市「ふくやま芸術文化ホール　リーデンローズ」・「福山ニューキャッスルホテル」で開催10月15日（木）広島県福山市「ふくやま芸術文化ホール　リーデンローズ」・「福山ニューキャッスルホテル」で開催

①ふくやま芸術文化ホール　リーデンローズ ②福山ニューキャッスルホテル

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
は
10
月
15
日
㈭
︑

広
島
県
福
山
市
の
﹁
ふ
く
や
ま
芸
術
文
化
ホ

ー
ル　

リ
ー
デ
ン
ロ
ー
ズ
﹂（
写
真
①
）
お

よ
び
﹁
福
山
ニ
ュ
ー
キ
ャ
ッ
ス
ル
ホ
テ
ル
﹂（
写

真
②
）
に
お
い
て
︑
第
31
回
﹁
全
国
ト
ラ
ッ

ク
運
送
事
業
者
大
会
﹂
を

開
催
す
る
（
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は

二
次
元
コ
ー
ド
よ
り
ダ
ウ
ン
ロ

ー
ド
可
能
）︒

　

全
国
か
ら
集
結
し
た
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業

者
が
︑全
体
会
議
等
を
通
じ
て
一
致
団
結
し
︑

大
会
決
議
を
採
択
す
る
︒
予
定
参
加
者
数

は
大
会
１
０
０
０
人
︑
懇
親
会
７
５
０
人
︒

　

大
会
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
表
の
通
り
で
︑（
一

財
）
日
本
サ
イ
バ
ー
犯
罪
対
策
セ
ン
タ
ー
業

務
執
行
理
事
の
櫻
澤
健
一
氏
に
よ
る
講
演

﹁
サ
イ
バ
ー
空
間
の
脅
威
の
情
勢
と
対
策
に

つ
い
て
~
官
民
学
連
携
の
現
場
か
ら
~
﹂と
︑

数
量
政
策
学
者
の
高
橋
洋
一
氏
に
よ
る
記
念

講
演
﹁
日
本
経
済
の
現
状
と
こ
れ
か
ら
（
仮

題
）﹂
が
行
わ
れ
る
︒

　

現
在
︑
中
国
ト
ラ
ッ
ク
協
会
（
小
丸
成
洋

会
長
）
を
中
心
に
︑
大
会
開
催
に
向
け
た
準

備
が
着
々
と
進
め
ら
れ
て
い
る
︒

　

大
会
会
場
で
あ
る
﹁
ふ
く
や
ま
芸
術
文
化

ホ
ー
ル　

リ
ー
デ
ン
ロ
ー
ズ
﹂
お
よ
び
懇
親

会
会
場
で
あ
る
﹁
福
山
ニ
ュ
ー
キ
ャ
ッ
ス
ル
ホ

テ
ル
﹂の
周
辺
地
図
は
図
の
通
り
︒
当
日
は
︑

福
山
駅
か
ら
大
会
会
場
行
き
の
シ
ャ
ト
ル
バ

ス
が
運
行
さ
れ
る
ほ
か
︑全
体
会
議
終
了
後
︑

大
会
会
場
か
ら
懇
親
会
会
場
行
き
の
バ
ス
が

運
行
さ
れ
る
︒

　

会
費
は
一
人
に
つ
き
︑
大
会
の
み
=
２
万

円
︑
大
会
・
懇
親
会
=
３
万
８
千
円
（
い
ず

れ
も
税
込
）︒

　

大
会
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
︑
所
属

す
る
ト
ラ
ッ
ク
協
会
ま
で
︒

公式ホームページ（二次元コード）
会　長　小丸　成洋
会員数　1,740 社（令和 8年 7月 13日現在）
〒 732-0052　広島市東区光町 2-1-18
電　話　082-264-1501

公式ホームページ（二次元コード）
会　長　永井　好輔
会員数　426 社（令和 8年 4月 1日現在）
〒 690-0001　松江市東朝日町 194-1
電　話　0852-21-4272

公式ホームページ（二次元コード）
会　長　国広　和之
会員数　725 社（令和 8年 7月 13 日現在）
〒 753-0812　山口市宝町 2-84
電　話　083-922-0978

公式ホームページ（二次元コード）
会　長　原田　和充
会員数　1,244社（令和8年６月12日現在現在）
〒 700-8567　岡山市北区青江 1-22-33
電　話　086-234-8211

公式ホームページ（二次元コード）
会　長　川上　和人
会員数　300 社（令和 8年 7月 13 日現在）
〒 680-0006　鳥取市丸山町 219-1
電　話　0857-22-2694

① ②

全国トラック運送事業者大会全国トラック運送事業者大会第
31
回

鳥取県トラック協会

広島県トラック協会

山口県トラック協会

岡山県トラック協会

島根県トラック協会


